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　今回のオフィス移転は組織管理本部（現コーポレート
本部）が中心となって進めた。オフィスの手狭さは2017
年に入ったころからすでに感じていたという。
｢事業が順調に成長することで人員を増やす必要があり
ました。しかしこのまま増員を続ければ、快適に働く環境
の維持が難しくなることは予想できました。拡大してい
く事業を滞りなく推進していくためには、事業開発に必
要な人員を確保しなければなりません。以前のオフィス
の座席数120席に対して現在は160席。以前のままでした
ら･･･｣（石渡氏）

　2017年秋頃からビル探しがスタート。移転先には、ア
クセスの利便性、空調やエレベーター設備などのビルス
ペックの充実、それにセキュリティなどの安全性が確保
できることを求めた。
｢アクセスは、通勤や毎日のように国内外へ出張するため
のスムーズな移動だけを考えたわけではありません。当
社がお世話になっている全国の事業パートナーさまや、
大手の金融機関、弁護士事務所、会計事務所などの方々に
訪問していただけやすい場所ということも考慮しまし
た。そのため、新幹線や空港と連携がしやすい東京駅周辺
を重視しました。新築ビルに限定していたわけではあり
ませんが、ビルスペックや安全性を考えると必然的に築
年数の浅い大規模ビルに絞られました｣（石渡氏）
　最終的に絞り込んだ候補ビルを内見し、他社の先進的
なオフィス見学を続けながら比較検討を重ねる。そして
2018年2月末に移転先ビルとの契約を締結した。オフィ
スの仲介会社である三幸エステートの今回の役割は移転
プロジェクト全体のマネジメント。本格的に始動したの
はビル側との契約が終わった3月からとなる。
｢当社には、オフィスやファシリティの専門的な知識を十
分に持ち合わせた担当がおりませんでしたので、プラン
の精査やコスト管理などのディスカッションパートナー
を外部に必要としました。また、オフィス設計や内装工事
の世界では当然の慣習が、私たちにとっては当然に感じ
られないこともあります。そんなとき、専門用語を言い換
えて説明し直していただいたり、理由を補足していただ
いたり。設計・施工会社からの提案も、一旦、三幸エステー
トさんが確認したうえで分析・交渉を進められましたの
で心強かったです｣（石渡氏）

｢その後、東南アジアをフィールドとした再生可能エネル
ギー事業を模索するなど、さらなる事業の広がりを見せてい
た時期のことです。国内でFIT法（太陽光、風力、水力、地熱、バ
イオマスといった再生可能エネルギーによって発電された
電力を電気事業者が買い取ることを義務づける制度）が2012
年に制定され、日本に新たな電気事業のマーケットが誕生し
ました。再生可能エネルギーへの想いと世の中の情勢がよう
やくリンクしたのです。コンサルティング事業で培った深い
知見や全国のコネクションを基に事業展開できることもあ
り、当社は再生可能エネルギー事業への経営資源の注力に、
舵を切りました｣（古田晃一氏）
　2013年に再生可能エネルギーへの無限の可能性を信じ、現
在の株式会社レノバに社名を変更する。本格的な参入を踏ま
えてのことだ。同時に本社を東京・大手町に移した。ちなみに
レノバには同社の理念である「ReNew」のラテン語
「Renovarent」に由来し、再生可能な社会「Renewable society」
の実現をリードする新しい星「Nova」でありたいという想い
が込められている。
　2016年にグループ傘下のリサイクル事業を全て他社に譲
渡。再生可能エネルギー事業に特化することを決定する。そ
の後、順調に実績を積み上げ、今では、再生エネルギー業界の
“旗手”として称されるまでになった。
｢当社は発電事業の開発・運営の核となるエンジニアリング、
不動産、許認可、ファイナンス、法務といった各分野のプロ
フェッショナルをインハウスで擁しています。ただし、もと
もと独立資本であり、また、専門的知見・技術の内製化をベー
スとしているとはいえ、もちろん調査や設計・施工、といった
多くのパートナー企業の皆さまとの協業が不可欠です。再生
可能エネルギーは、もともと地域の資源です。地域の資源を
活用させていただくわけですから、その地域の自然やそこに
暮らす方々との共生が重要となります。ですから当社グルー
プの事業が地域の活性化に繋がるように社員一人ひとりが
意識しています｣（古田氏）
｢例えば現在、事業開発を推進している日本最大級の洋上風
力発電においては、地元の漁業活動といかに共存できるかが
重要なポイントの一つです。地元漁業協同組合の皆さまと何
度も対話を続ける中で、少しずつ私たちの経営理念をご理解
いただきました。今では、書道家でもある漁業副組合長から
『飛翔』『共存共栄』の書を頂戴するほどに。その書は、私たち
への励みとして新オフィスの会議室に飾らせていただいて
います｣（石渡さやか氏）
　現時点で、レノバは大規模太陽光発電とバイオマス発電を
中心に日本国内14ヵ所で発電所を運営（建設中含）。稼働中の発
電所は、発電出力185.3MW（メガワット）、CO2削減量約164,000
トン/年（2019年3月現在）となっている。今後3～5年で現在の約
9倍に当たる1.6GW（ギガワット）の発電容量となる予定だ。

　グリーンかつ自立可能なエネルギー・システムの構築に取
り組んでいる株式会社レノバ。株式会社リサイクルワンとし
て2000年に創業。当初は環境・エネルギー分野での調査やコ
ンサルティング事業を、2008年頃からはプラスチックリサイ
クル事業を主軸としながら幅広い領域での事業展開をして
いた。
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に社員の仕事の効率に寄与すると考えています｣（石渡氏）
｢建物確定から移転実施まで、時間が極めて限られていた
中でのプロジェクトでしたから、ある程度、空間のクオリ
ティに関しては設計どおりにいかず取捨選択しなければ
ならないこともあるだろうと覚悟していました。しかし
終わってみれば思い描いていた通りの理想的なオフィス
を構築して、お客さまと社員の両方にサプライズを提供
することができました｣（古田氏）

｢オフィス移転の計画策定時に、次の５つを実現したいと
思っていました。まず、それぞれのワークシーンに応じた
空間を提供する。それによって仕事の生産性を向上させ
る。そしてコミュニケーションやコラボレーションが活
発になる仕掛けを持たせる。続いてゲストの快適性と社
員のモチベーションアップ。最後に採用活動へのプラス
効果を生み出すことです｣（古田氏）
　思い描いた通りの結果に。新しいレノバを社内外のた
くさんの方々に印象づけることができた。社員同士のコ
ミュニケーション環境は向上し、モチベーションもアッ
プ。ゲストの満足度も高く、移転後に社員の家族を招いた
内覧会も大好評だったという。移転効果はプラス面が非
常に大きいと語る。
｢人事担当者からも『面接に来られた方がレセプションや
応接室をご覧になり、とても良い印象を持ってもらえた
ようです』と報告を受けています。そういった企業ブラン
ディングの観点でも、移転効果が表れているのだと思い
ます｣（石渡氏）
　同社の場合、展開している事業の推進は一つの部署内
だけで完結することが無い。外部を含めて常に誰かと関
わっているため、今後も「繋がり」を意識したオフィス設
計をしていくという。
｢戦略に沿って組織を進化させるように、オフィスも同じ
く進化させる必要があります。今後も試行錯誤を繰り返
しながらよりよいオフィス環境を創造していきたいと考
えています。それは事業パートナーや取引先の方々、社員
への提供価値の蓄積となり、最終的には当社のミッショ
ン・ビジョンの達成に繋がります｣（古田氏）

の景色が見えて開放感があることも特長ですね。また、打
ち合わせに入る方と打ち合わせが終わった方との動線を
分けているのは、レセプション内がゆったりと快適な空
間となることを意図しています｣（石渡氏）
　外部用の応接は、大会議室1室、中会議室3室、小会議室4
室、そして音響設備を完備させたボードルームと呼ばれ
る特別室が1室設けられている。
｢ボードルームは取締役会議、経営会議などの重要な意思
決定会議の用途で使用していますが、最近は分野ごとの
プロフェッショナルによる社内研修などでも使用されま
す。全席数は約40席ですが周囲のベンチ席を使うことで
それ以上の人数が収容可能です。計6面のモニタとスク
リーンを配していますので、今後は国内外とのTV会議が
もっと増えるでしょう｣（石渡氏）
　次に、ICカードを使い執務エリアに入室すると、そこに
はオープンな空間が広がる。
｢壁を作らず、デスクパーテーションも半透明の素材を採
用する等、開放感を演出しています。また、当社の場合、電
源ごとのフロント部門、エンジニアリング・ファイナンス・
リーガルなど横串機能の部門、経営企画や経理、コーポ
レート部門など、各部署が連携して事業を推進していま
す。そのためミーティングの内容や目的に合わせて相応し
い場所・機能を選択できるよう設計しました｣（古田氏）
　個人集中ブースや電話ブース、クローズドのミーティ
ングルーム、ソファー席を用いたオープンなファミレス
スペース、昇降デスク、ドリンクスペース、リフレッシュ
スペース、などがバランス良く配置されている。また、通
路際の収納棚も高さを低く設定したことで、スタンディ
ング用ミーティングデスクのような使い方もできている
という。偶然出会ったもの同士が会話を弾ませている姿
が今では当たり前になっている。
　リフレッシュスペースは30人が一度に座れる広さを確
保した。それも窓際の最も景観の良い場所に配した。
｢スペース内には、個人カウンター、ミーティング用スペー
ス、休憩用デスクと変化を持たせました。同様のスペース
は、以前のオフィスにも用意していましたが社員の採用
に比例して削っていった苦い経験があります。新オフィ
スでは、この場所は最後まで維持してほしいというリク
エストが多いです。私もそれが雰囲気だけでなく、結果的

　三幸エステート監修のもと数社コンペを行い、3月末に
設計会社を決定した。それからオフィスコンセプトや基
本要件などをまとめる作業に入る。
｢もともと自分たちが漠然と考えていたことを、移転プロ
ジェクトの外部関係者の方にご理解いただけるようにす
るのは簡単にはいかないものです。この要件整理に一番
時間をかけました。また、コンセプトの仮説検証も兼ねた
社内インタビューでは、新オフィスを良いものにしよう
と、社員から次から次へと魅力的なアイデアが出てきま
した。その中で、本当に必要なものを精査し、コンセプト
に磨きをかけていったのです。もちろん、社長以下のマネ
ジメントメンバーとの密なディスカッションも欠かせま
せんでした｣（古田氏）

　新オフィスのコンセプトは、対外的（お客さま向け）、
対内的（社内向け）とエリアのゾーン別に分けた。それら
をどちらかに寄せるのではなくバランス良く組み入れた
のが特長的な点といえる。

　それでは具体的にそれぞれのエリアの機能について紹
介していこう。
　レセプションは白を基調とし、4面が横一列に繋がった
斬新的な配置のデジタルサイネージで再生可能エネル
ギー事業のオリジナルイメージ動画を流している。
｢私たちの事業へのご理解を深めていただくことを目的
にした動画を流しています。その他、エントランスから外

エントランス 執務室

応接室

ボードルーム

オープンスペース

休憩スペース

 新オフィスのコンセプト

・レノバらしさや安心感を、自然に感じていただける
おもてなしの空間とする。
・会社の特長である温かみ、クリア感、オープンさを
表現するために自然光を極力、採り入れる。
・ミッション・ビジョンの具現化に向けた使命感、姿勢
が分かるよう、デジタルサイネージを採用して会社
の自己紹介を補完する。
・全体的に一定の品位を保ちながらも、華美・ラグジュ
アリー感は排除する。

レセプションのあり方
対外的（お客さま向け）コンセプト

・一体感、開放感を重視しながらも個々人が仕事に
集中でき、落ち着いた環境を基本とする。
・ワークシーンごとに合わせた共有空間を十分に用意
する。
・必要時には部門間でいつでも即時にコミュニケー
ションをとれる機能を設け、新たな刺激を得られる
仕掛けを配備する。

執務スペースのあり方
社内的（社員向け）コンセプト

※一部を抜粋
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模ビルの7フロアを使用する。ほぼ正方形のレイアウトしや
すい形状も魅力的だった。

｢私が正式にBANDAI SPIRITSの総務担当となったのは
2018年4月のことです。それまではグループ会社の一つ
である株式会社バンプレストの総務でオフィス移転や
レイアウト変更を担当してきました。短い周期でかなりの
数のレイアウト変更を手掛けたことはありますが、今回の
ようないくつもの拠点を一つに統合させる経験は初めて
のことでした｣
　担当を任命された4月の時点ですでに内装デザインの
工程会議は始まっていた。その時点で、9月1日から新オ
フィスで全員が業務を開始すること、賃借した6階から12
階を事業部ごとにフロアで分けることが決定されていた。
｢約400名を一斉に移動させるかなりタイトなプロジェクト
でした。社内調整を私の上司が行い、主に私がプロジェク
ト全般の現場作業を担当しました。今までと違う文化を
持つ企業同士の集積ですからスムーズに進まないことも
ありました。実際に行った業務も広範囲に。ざっと思い
浮かべるだけでも、家具・什器の廃棄計画、新規調達、
オフィス収納に合わせた書類廃棄指示、社員に対する
説明資料の作成、内装デザイン計画の策定、プレスリリー
スの配信準備、社内印刷物の変更、関係官庁への届け出、
荷物の梱包手配、搬出・搬入計画、引越し後の確認など、
本当に多岐にわたりました｣
　ある程度のオフィスレイアウトが確定していた。しかし
実際に打合せを重ねる中で多くの変更点が見つかったと
いう。
｢当初のレイアウトでオフィスを使っている社員の姿を
思い浮かべてみたんです。そうすると当社の文化や社風
とはかけ離れている部分があって。このままスタートさ
せてしまったら遅かれ早かれ改修する時間や費用をかけ
ることになります。それだけは避けなければと。そうして
デザイナーさんと何度も顔を突き合わせて、意見交換を
しながら少しずつ進めていきました｣
　ある程度のレイアウトデザインを確定させて内装工事に
入る。家具・什器の選定や細かい備品まで、一つひとつ
確認していった。そうして新オフィスへの移動となる。
引越し作業は8月の3週間を使ってフロアごとに順次行わ
れた。

コが経営統合を発表。同年9月に株式会社バンダイナムコ
ホールディングスが設立された。以降、積極的な海外展開
（現在12ヵ国）、を行い、海外向けのビジネスを推し進めて
いる。近年では、日本国内のキャラクターが世界中で人気を
呼んでいることもあり、世界中の人々に『夢・遊び・感動』を
提供している。
　2018年4月、バンダイナムコグループは新たな中期計画
をスタートさせた。トイホビーユニットの主幹会社であるバ
ンダイは、今後、ワールドワイドでのハイターゲット事業の
成長を目的に、主にハイターゲット向けに事業展開してい
る部門を統合する。それにより株式会社BANDAI SPIRITSが
誕生した。
｢まずは、2018年2月に株式会社バンダイが行っていたハイ
ターゲット向けフィギュアや超合金、プラモデルを企画開発
する部門と、株式会社バンプレストが行っていたコンビニ
エンスストアや書店向け専用景品などの企画開発部門との
事業部統合になります。ターゲット層を明確にして共に一
つの事業として展開することでイノベーションの幅が広が
るのではと考えたのです。さらに2019年4月には、アミュー
ズメント施設向け専用景品などを展開する株式会社バンプ
レストと合併することで、ハイターゲットにこだわることな
く、子供のころからのバンダイホビー世代、歴女や戦国女子
といった女性層、深夜アニメの視聴者やイベントの参加率
の高い若年層など、さまざまなお客様にハイスペックの商
品をラインナップしていこうと考えています｣

　新会社設立後、すぐにオフィスの統合が出来なかったた
め、しばらくは台東区のバンダイ本社内、港区に立地するバ
ンダイナムコ未来研究所内など、数拠点に分散したまま業
務を続けていた。
｢もともとバンダイナムコ未来研究所の中にバンダイナム
コホールディングスが入居していました。その近くに新会
社を構えるのが相応しいということで2018年1月に現オ
フィスビルが竣工した時点でいち早く空室フロアを確保し
ていたようです。ホールディングスに近いほうが何かと便
利ですし、移動にかかる時間やコストも削減できる。ここを
移転場所に選んだのは正しい選択だったと思います｣
　分散していたオフィスが1ヵ所にまとまっただけで業務は
だいぶ効率化されたと語る。新オフィスはJR線、都営地下
鉄2線が使用できるアクセス良好な立地に建てられた大規

　株式会社バンダイ（創業当時：株式会社萬代屋）は、1950
年7月の創業以来、一貫してトイホビーを提供してきた。そ
してキャラクター商品としての知的財産（IP：Intellectual 
Property）を日本発信で行いグローバルビジネスでの拡大
に向けて走り続けてきた。
　その後、2005年5月に株式会社バンダイと株式会社ナム
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があるとホワイトボードを急遽購入した。また、お客様への
接客対応としてペットボトルの提供を考えていたが、現在
はウォーターサーバーや給茶機も備えた。社員からのリク
エストに迅速に応えた例である。そこに必要性があると感
じればスピーディーに変えていく。改善規模にもよるが基
本的に申請や役員決裁は不要だ。そんな社風は今後のオ
フィスづくりでの大きなメリットとなる。
｢15室の中には違う観点や新しい発想が想像できるように
と2部屋のコンセプトルームも用意しました。バンダイナム
コグループのコーポレートカラーであるオレンジと当社の
ブルーを基調色としています。机はあえて円卓にしました。
これでしたら上下関係を意識することなく座れますし、自由
な意見が出やすくなったと社内からの評判もいいですね。
時間を表示させる時計も部屋のイメージを壊さないように
投影型の時計を採用しました｣
｢7階応接室には、全ての部屋にTV会議システムを備えてい
ます。いつでも海外オフィスとの打ち合わせが可能です。す
でにバンダイ香港やバンダイナムコアジアとのやり取りが
増えています。やはり顔を見ながらのほうが、思いが伝わり
やすいですから。これだけTV会議ができる部屋が増えると
効率的な仕事ができますね。当社のこれからの業務を考え
ると必須機能の一つといえると思います｣
　そして8階から12階が執務室となる。各フロアともに平行
に机が並べられている。パーテーションを低く設定し、オー
プンな環境を形成した。窓際にはファミレス式のブースや
ミーティングテーブルを配置しているが使用頻度を考える

　例えば日本を代表するロボットアニメ「機動戦士ガンダ
ム」などのプラモデルのボックスアートを手掛ける天神英
貴氏が、このエントランスに魅せられてツイッターにアップ
したところ、実に420万回（2018年3月現在）の再生数となっ
た。それを見た媒体各社の記者からの取材も増え、立派な
広告効果を生み出している。
　特長的なプロジェクションマッピングの扉を抜けるとフ
リースペースが広がる。
｢企画当初は社員のための多目的エリアとして考えていた
のですが、最終的に社内外問わず自由に打ち合わせできる
オープンなスペースにすることにしました。もちろん社外秘
の内容もありますのでクローズの部屋も15室用意していま
す。それらは全て予約制で宇宙船の内部を意識したデザイ
ンにし、使用人数に応じて大・中・小のサイズを使い分けら
れるようにしました｣
　設計当時はモニターだけで会議をするルールになりか
けたという。途中の段階でさすがに現状の働き方では無理

　それでは新オフィスの特長的な部分を紹介していこう。
｢6階には2つのホールとサンプルルーム、3Dプリンタを置
いた加工ルーム、そしてグループ会社といった配置になっ
ています。2つのホールは可動式の壁で仕切られ、壁を移動
させることで300人超を収容できる大ホールに変わります。
当社は事業部ごとに集まるという文化があり、かなり使用
頻度は高いですね｣
　7階がエントランスと会議エリアとなる。
｢このフロアのコンセプトやデザインイメージはかなり自由
な発想でつくることができました。新会社はハイスペックの
商品を提供する会社ですから、今までのバンダイナムコグ
ループのポップな色合いではなくシックであるべきと考え
たのです。ですから黒を基調色としています｣
　デザイン会社には、オフィスが入居するビル名に合わせ
て「基地」のイメージで構築するように依頼したという。
｢エントランスには数々の商品が分かるようにショーウインド
ウを設けました。当初、さらなるグローバル化を意識して大
きな地球儀を置く案もあったのですが、もっと新しい視点か
らのワンポイントにしたくて。考えた末、プロジェクションマッ
ピングを使用して近未来的な映像を映すことにしました」
　あくまでも目指すのは訪問いただいたお客様に感動を
与えること。それが新たにグループ全体で掲げたビジョン
「突き破り創り出せ！ そして世界を “あっ” といわせよう！」に
通じると考えたという。
｢新しいエントランスの情報がどんどん独り歩きしていき一
般の方に波及していきました。当社を訪れた方々からも高
い評価をいただいています｣

会議フロアエントランス扉

オレンジの部屋

ホールフロアエントランス

会議エリア 青の部屋

ホール

フリースペース

ホール内部執務室

とまだ足りない。現状、事業部内の打ち合わせは6階や7階
を使用することも多いという。
｢本来はフロアごとにコミュニケーションエリアをつくりた
いと思っていました。また、1フロアまるまるレストスペース
にするという構想も描いていましたが、スペースの関係で
それもできず。脳や身体を適度に休ませることが生産性の
向上に繋がることは今や常識です。これからも新しい文化
や発想を生み出すために意味のある機能をつくっていき
たいですね｣

　今後のオフィス改善に関しては総務部が中心となって運
営することになる。
｢会社に魅力を感じてモチベーションが向上するのも一つ
の働き方改革ではないかと思っています。そのためにも遊
び心やデザインに優れたオフィスづくりを継続していきた
いですね。就業時間や福利厚生といった制度はなかなか変
革するのが難しいので、オフィスといったハードの面から何
かできればと思っています。結果的に、それがお客様への
おもてなしにも繋がると思っています。オフィスの改善は
ゴールのない世界ですから、常に情報にアンテナを張っ
て。これから採用活動も活発になってきます。いい人材に少
しでも興味を持ってもらえるような、そして社員が自慢でき
るオフィスをつくっていきます｣
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60周年の節目に当たり、これを機に社長交代も行われまし
た。新社長は『2022年にグループ総売上高1兆円』という目
標を掲げていますが、目標を達成するためには約４年間で
売上を2倍以上伸ばすことになります。そのためには我々が
過去に積み重ねてきたリソースだけで売り上げるのは不可
能です。新たな取り組みにチャレンジしなければなりませ
ん。そしてより働きやすい環境をつくる必要がありました」
　新オフィスの構築に際しては普段他社にオフィスのあり
方を提案しているグループ会社のアイリスチトセが担当
した。コンセプトづくり、レイアウトの作成、家具・照明・
床材などの調達、システム構築など、全てグループ内での連
携によって進められた。

　アイリスグループが提唱する「ジャパンソリューション」を
推進していくにあたっては、中途採用による人員増員と商品
開発力の強化は必須である。開発拠点としての機能を持つ
「TAO」には、アイリスグループの採用戦略（新卒・中途）を支
えるという重要な役割が与えられており、グループの新たな
顔となることが期待されている。
｢本格的な開発拠点としては大阪の『心斎橋オフィス』に続
き2拠点目です。TAOの評判が非常に好評だったので2019
年5月に心斎橋オフィスもリニューアルオープンします。
TAOは、HUB機能というコンセプトを持ち、全ての従業員が
ここを通じて『つながる』環境づくりを目指しています」

　執務室のレイアウトコンセプトは、①企業理念、②働き方
改革・ABW、③Well-beingの3つとなる。
｢企業理念は5つの項目で構成されており、社員のあるべき
姿や会社の目指すべき方向がまとめられています。そうし
た理念を達成するために社員の働き方を変える設計としま
した｣
　執務室のベースとなるのはABW（Act iv i ty  Based 
Working）。個々の業務の特性に適したワークプレイスを
自由に選び、オフィス内を移動しながら業務を行うという
働き方だ。ただしもともと欧米の考え方のため、そのまま
欧米スタイルを採り入れるのではなく、自社用にローカライ
ズしたABWとして導入した。

12月より本社を仙台市青葉区へ移転し、1991年9月に現在
のグループ中核企業であるアイリスオーヤマ株式会社が
設立された。
｢2019年3月現在、アイリスグループに属する企業は26社を
数え、それぞれが手がける事業領域は多岐にわたります。
アイリスオーヤマで発売される新商品は年間1000アイテム
を超え、数多くのヒット商品を誕生させています」
　今回の取材に対応いただいた大山紘平氏が所属する
アイリスチトセ株式会社の前身はチトセ株式会社。2001年
9月にアイリスグループに参入した老舗家具メーカーだ。
｢新オフィスが出来てからアイリスオーヤマの持つLED照明・
OAフロア・建装材・家電とアイリスチトセのオフィス家具な
どの商材を合わせた販路の拡大が大きく進んでおります」
　このように、自社だけでなく、グループ各社の強みを活か
せるチャネルであれば積極的にコラボレーションを行い、
事業を拡大できるのがアイリスグループの特色の一つだ。
その時代に合わせて主力商品を新陳代謝しながら、2万
3,000アイテムを取り扱っている。その結果、グループ総売
上高4,750億円、従業員数1万2,661名の規模に達するまで
になった。（2019年3月時点）
｢アイリスオーヤマとして本社を仙台市青葉区に置きなが
ら、2010年に飯田橋に東京オフィスを開設しました。そし
て2017年から次世代オフィスとなる入居先を探し始め、
2018年11月に現在の港区浜松町の新築ビルへアイリスグ
ループ東京本部を新設したのです。東京本部は『アイリス
グループ「Tokyo Antenna Office」』とし、頭文字をとって
『 TAO（タオ）』という名称にしました」
｢TAO｣は、同社が最重要事業と位置づけているLED照
明・家電の研究開発拠点および法人営業拠点としての機能
を持つ。首都圏に拠点を設けることで、さらなる開発力と営
業力の強化に取り組むことを目指すという。

　今までのアイリスグループのオフィスは、デスク配置は島
型対向式の固定席。オフィス全体のレイアウトには大きな
問題こそないものの、特にコミュニケーションが高まるよう
な工夫は備えられていなかったという。
｢新オフィスがつくられた2018年はアイリスグループ創業

　アイリスグループの原点である大山ブロー工業所は
1958年4月、創業者である大山森佑氏によって大阪府東大
阪市に誕生。創業時は養殖用ブイなどの工業用品の製造・
販売を主に行っていた。6年後の1964年7月に長男の健太
郎氏（現・アイリスグループ会長）が代表を継承。1971年4
月に株式会社化された。その後、ガーデン用品事業などに
手を拡げ、1986年4月に株式会社オーヤマを設立。ペット用
品や収納用品など段階的に事業拡大を重ねていく。1989年

Lounge Space全景
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 窓際の眺望のいいビューフ
ロントエリア。気分転換を図りながら個人の集中席として仕
事をすることが可能だ。
 家電開発やデザインを担当
する部署など専門性の高いエリア。真ん中にタッチミーティ
ングを配して、いつでも集まれるようにしている。
 フリーコミュニケーションエ
リアの一角。ソファタイプのワーキングエリア。リラックスし
ながら柔軟な発想を生み出すことを目的とする。
 最新のトレンドを採り入れ
た9つの異なるクローズのミーティングルーム。毎月2000名
前後のお客様が来社しているため、満室に近い状態で稼働
している。
 ほんの短い時間で立ち寄っ
てメールチェックや資料整理などを行うスピードワークの
ためのエリア。出張者などが使うことが多い。
 スタンディングのため、短時
間で効率的な議論をするためのエリア。TV会議システムを
利用した別拠点とのミーティングも可能。
 昼食時と終業時には飲食も
可能。100席超の席が用意されている。プロジェクタを使用
して会社説明会などの用途でも使用される。

｢TAO」のもう一つの顔はショールームとしての機能がある
ことだ。これはアイリスグループ初の試みとなる。実際の取
扱商品である照明機器やオフィス家具、オフィス用品などが
置かれたオフィスを見学する中で、訪問者に具体的な導入
シーンをイメージしてもらうことを目的とする。いわば、発売
前の新商品の実証実験の場。
｢お取引先の皆様には当社の設計・デザイン、施工能力を
再評価していただくいい機会になりました。また、ショー
ルームの設置により、確実に来客される方の数が増えてい
ますね。オフィスが効果的な営業ツールになっているとい
えるでしょう｣
　今後もワーカーからの要望にはできるだけ応えていきた
いと語る。

システム『LICONEX（ライコネックス）』と組み合わせること
で、より省エネ性能を高めることが可能で『サーカディアン
リズム（circadian rhythm）』の概念を採り入れた照明設計と
なっています」
　サーカディアンリズムとは、1日の時間に応じた自然光の
移ろいのこと。大多数の人間は「朝になったら起きる」「夜に
なったら眠る」という行動パターンをとるが、これは時計で
測定される物理的な時間経過よりも、自然光の変化による
体感的な時間経過に影響されると考えられている。例えば、
自然光の入らない地下室などに一日中閉じこもっていると、
仕事の生産性の低下や体調不良を訴える人も少なくないと
いう。つまりサーカディアンリズムをオフィスに採用すること
で、本来の体内リズムを再現し、健康的に働けるオフィス環
境を構築することになる。これもまたアイリスグループが推
進している『働き方改革』の一環といえる。これらの照明シス
テムは使用する規模を問題とせず、安定した照明制御を可
能とする。また、在席者が少なくなる時間帯やエリアによっ
て照度を下げることを可能にする仕組みはオフィスの省エ
ネ対策にも有効だという。

　それではオフィス内に構築された、いくつものワークスタ
イルを紹介しよう。

｢アイリスは即断即決のスピード経営であり新規事業が毎
年増える会社です。オフィスもそのスピードについていけな
いとダメなわけです。そのためにオフィス内のいたるところ
で部署を越えた偶発的なコミュニケーションが創出される
機能が必要だと考えました｣
　オフィス家具、照明、床材、家電などを組み合わせて顧客
に提案できるところに、同社の強みがある。そのためにもグ
ループ内のそれぞれの部署が有機的につながることが意
味を持つと語る。
｢単にフリースペースを配置するだけでは何も生まれませ
ん。運用次第ではただの自由席になってしまいます。です
から会社の方針として実行することを明確に示し、ABWの
考え方を理解するために何度も説明会を行いました。今で
は、『B to B』、『B to C』関係なく、部署を横断したコミュニ
ケーションが活発になっています｣
　そしてWell-beingの採用。「個人の権利や自己実現が保
障され、身体的、精神的、社会的に良好な状態を定める」と
いう考え方を反映した最先端のオフィス空間の構築を目指
した。特に認証評価の一つ「光」に関しては同オフィス最大
の特長を持つ。
｢ここに実装した照明機器はアイリスオーヤマ製の法人向
けLED照明です。同じく自社開発した無線方式の照明制御

｢移転直後からワーカーからの要望は絶えることがありま
せん。早速、フォーンブースやサイクリングチェアの導入、フ
リーアドレス内の居場所探知の開発を検討しています。加
えて、それぞれの商談室やワークエリアの稼働率を調査・分
析も行っています。そのデータをもとに人気のあるエリア
の拡張など、オフィスの改善に役立てていきたいですね。最
終的にワーカーのパフォーマンスが向上できればと思って
います｣
｢また、僕らがこうした実験・実証を繰り返すことで得たデー
タは、ABW導入を検討しているお客様にとって最高のケー
ススタディになります。これからも社内外のさまざまな声を
参考にしながら、次世代のオフィスを構築していきたいと
思っています｣

Window Front Area

Window Front Area Expert Area Touch Down AreaRelax Area

Expert Area

Relax Area

Trend Showcase

Touch Down Area

Standing Meeting Area

Lounge Space

Trend Showcase

Standing Meeting Area
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スの最寄り駅から2駅隣。大手デベロッパーによる新築ビル
だった。同年6月にビルの見学を行い、8月後半に社長含め
て役員に確認。申込書を提出後、すんなりと家主審査を通
過。その後、親会社との調整に時間を要したものの、「オフィ
スは会社の顔。オフィス立地やイメージの良さは、国内外
から訪問される取引先や今後の採用活動にもプラスの影
響を与えるはず」といった考えを示して役員を説得。10月末
に家主との正式契約を締結させた。
｢丸の内は日本で一番オフィス賃料が高いエリアです。それ
だけエリアのステイタスがあるともいえます。丸の内から移
転するだけでコストメリットは生まれるのですが、とはいえ
賃料が安くなればどこでもいいというわけではありません。
大手金融機関等との頻繁なやり取りがあること、地方出張
のことを考えて東京駅に近い立地であること、金融業として
のステイタスを感じさせるイメージであること。さらに移転
後に社員のモチベーションが下がってしまうことは避けた
かったので、グレード感のあるオフィスビルに入居する必
要があると思っていました｣　　
　新オフィスは何よりも整形無柱の部屋型が魅力的だった。
さらに4線4駅が徒歩5分圏内という良好な交通アクセス、
快適なビルスペック、先進のBCP対策、万全なビルセキュリ
ティシステム。想定していた全ての希望条件が備えられてい
た。そうして移転先が決定する。しかし入居完了予定の3月末
までは残り5ヵ月。そんなタイトなスケジュールでもあった。

｢何としても年度内に移転を完了させなければならない。
しかし我々にはオフィスをゼロからつくった経験はありま
せん。そこで移転プロジェクト全体をマネジメントしても
らえる専門会社のサポートが必要だと考えました。数社に
ご提案をいただいたのですが、提案力、費用の明確さ、IT
担当との相性などを総合的に判断し、三幸エステートさん
にお願いすることにしたのです｣
　時間がないとはいえ、単に格好がいいだけのオフィスに
はしたくなかった。しっかりとオフィスの課題に対するアン
ケート調査、ヒアリング、現状調査・分析といった各フェーズ
に時間をかけていく。その後、三幸エステートが主体となっ
て内装デザイン会社の数社コンペを実施。同社にふさわし
い設計・デザイン会社が選ばれた。
｢具体的に内装デザインを提案していただく段階のとき、当
社からコンセプトとして『一体感』を提示しました。50名規
模の会社ですから、せめて全員の顔が見える環境にしたい
と。それによって旧オフィスの課題であった『コミュニケー
ション不足』を解決するための一歩を踏み出したのです｣

有するビジネスネットワーク、アセットに対する目利き力、
幅広い産業領域との接点、投資ノウハウを活用して、お客
様の運用ニーズと産業界の資金ニーズを結び付けられる
のが一番の強みです｣
　同社の組織は、商品の組成・企画を行う「商品企画室」、
商品の販売や一任運用受託の獲得を担当する「営業本
部」、運用戦略の提案や運用管理を主業務とする「アセット
マネジメント本部」、金融機関としてのオペレーションや、
総務経理や人事といった会社のインフラ周りを担当する
「管理本部」、牽制機能である「法務監理室」「内部監査室」
で構成される。

　設立以来、「丸の内」の大型ビルに本社オフィスを構えて
いた。千代田線「二重橋前」駅近くに立地する歴史のあるオ
フィスビルだった。
｢約285坪の面積を50名ほどで使用していました。フロア内
を壁で区切るなどして部屋をつくっていたのですが次第に
かなり非効率な使い方になっていました｣
　入居していたのはオフィスビルの1階フロア。エントラン
スを中心に左右に分かれたレイアウトになっていた。その
ため社員同士のコミュニケーションにも悪影響を与え、ま
さにそこが同社の最大の課題であった。
｢築年数が経過したビルでしたのでフロア内に柱もかなり
ありました。そのため柱の周辺はデッドスペースとなり、
同じ部署内であっても分断されている感覚がありましたね」
　そのため「部屋型の良さ」は移転条件の一つであった。
無駄なスペースの改善はランニングコストの削減にも
繋がる。さらに効率的なレイアウトにすることでコミュニ
ケーションの向上を可能にすると考えた。
　移転計画自体は4～5年前から社内での議論が重ねられ
ていたという。金融業という性質からもセキュリティを強化
する必要性が叫ばれていたためだ。移転ではなく、全面
的なリニューアル工事で解決できないかを探ったこともあ
る。その時は十分な費用対効果が認められず、またリ
ニューアルしながら業務をこなすのは困難という結論で断
念することになったという。
｢近隣のオフィスビルを移転先の候補として検討したことも
あります。最終的には部屋型がL字型だったため見送りとな
りました。それから継続的に物件情報を収集していたもの
の希望条件に合ったビルに出合えないまま時間だけが過
ぎていきました｣
　2017年に入り「霞が関」駅近辺で、移転先の条件と一致
するビルの空室情報が届いた。提案されたビルは旧オフィ

　三菱商事アセットマネジメント株式会社は、総合商社で
ある三菱商事グループの金融商品取引業者で、約50名の
役職員が勤務している。日本で初めて「投資顧問業」と「証券
業」を兼ね備えるフルライセンスの会社で、金融機関や年金
基金等の機関投資家に向けて、オルタナティブ投資（株式や
債券とは異なる資産の投資法式）の分野にフォーカスした
多種多様な運用機会を提供している。
｢三菱商事の100％子会社ということもあり、三菱商事が

Board Room
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　今回の新オフィスに採用した数々の機能は他社のオフィ
スを見学し、かつ三幸エステートやデザイン会社からの提
案の中で誕生したものが多くあるという。
｢今回の移転プロジェクトはまさに協力いただいた皆様の
サポート無しでは成立しませんでした。移転がこれほどま
での時間や労力を使うことを全く分かっていませんでした
ね。特に移転全体のマネジメントに入っていただいた三幸
エステートさんには本当に感謝です。何しろスケジュール
に合わせて行動していれば良かったので。実際に単純にデ
ザイン会社に提案を要請するのではなく、コスト面を考え
ながらの細かい指示、社員アンケートの実施時期や内容の
提案、コストを切り詰めるためのアイデアなど、全て当社の
目線に立って動いていただきました｣
　そうして社員一人ひとりの想いがたくさん詰まったオフィ
スが誕生した。
｢当社社員、PMの三幸エステートさん、実務デザインを
担当したインターオフィスさん、ブルックさん。全員がつくり
上げたオフィスです。今後も皆さんの意見を聞きながら
オフィスを、そして働き方を進化させていきたいと思います｣

　執務室は、営業部門で構成する「Front Office」と管理部
門で構成する「Back Office」の2つの島に分かれる。
｢見通しの良さを考えてパーテーションを低く設定しまし
た。また、当社の場合、人数が少ないこともあって一人で
いくつもの業務を兼務することがあります。打ち合わせが
スムーズにできるように個人机ではなく長テーブルを採用
しました｣
　そして2つの島の間に、マグネット効果を生み出すため
のミーティング兼作業台や複合機を配した。金融機関では
一般的にフロントとバックの間にウォール（壁）が必要とい
う考え方と、『コミュニケーション』のためには無柱のスペー
スを大切にしたいという、矛盾した課題に対して、この
スペースは無柱空間における目に見えないウォールの役
割を果たすことにもなりました。
｢実際はスタンディングミーティングスペースとしての使わ
れ方が多いようです。『Front Office』と『Back Office』の
中央に配置することで、どちらの部門でも使いやすくし、
部門間での打ち合わせもここを積極的に活用していこうと
いう方針でした。想像していた以上に管理部門と営業部門
間のコミュニケーションが取れているようですね｣
　窓際にはオープンスペース。ソロワーク席が3席、ファミ
レス風スペースが2席、そしてドリンクカウンターで構成さ
れている。
｢時間帯によっては、ここでランチをとる社員もいます。旧
オフィスではランチ時は無機質な会議室で食べていまし
た。今考えると食事には向かない殺風景な空間でした｣
　旧オフィスでは、「Front Office」エリア内に1ヵ所だけ
コミュニティエリアが設けられていただけ。インフォーマル
の会話の中心は給湯室で行われていたという。
｢新オフィスではフォーマル、インフォーマル問わずファミ
レス風スペースの利用度が高いです｣
　その他、社内用にもクローズの会議室を用意した。オー
プンな打ち合わせだけでなく、守秘を要する内容のときも
あるからだ。

　オフィスに何が必要か、どうあるべきか。オフィスづくりに
おいて各部門から担当を出してもらい意見交換の場を設
けた。細かい会議室の数やサイズについても社内からのア
ンケートに基づいて確定させていく。今回、設計・内装デザ
インを担当したのは株式会社インターオフィスと株式会社
ブルック。両社ともハイクォリティの空間デザインづくりで
評価の高いデザイン会社だ。社内外のメンバーたちが一体
となって打ち合わせが重ねられていく。
｢とにかく最初は社内からの意見を吸い上げることに注力
しました。『自分たちのオフィスだから自分たちでつくって
いこう』。それが当時の経営陣の方針だったのです｣
　設計のコンセプトは「Simple and Solid」。もともと色々な
要素をミックスさせるのが好きでなかったということもある。
｢移転をしたからには今までと違った特長を出さなければ。
自分たちにも、お客様にも、親会社にも何かを感じてもらえる
ような仕掛けが必要だと思ったのです。そこで『コミュニケー
ション』を促進するための多様な機能を採り入れたのです｣
　旧オフィスは使用面積が広かったため、一人当たりの面
積も広いというのが当たり前になっていた。そのため、最初
に設計図が提出された段階では「極端に狭くなった」という
マイナスイメージの部分が強調されてしまったという。
｢トータル面積で70坪ほど削減となりましたが、整形無柱空
間のため一切の無駄がないオフィスレイアウトを可能に
しました。それも家具・什器、個人席などをうまく配置させ
ただけではなく、新たに数多くの機能を備えることもできた
のです｣
　もちろんスペース計画はレイアウトの工夫だけではな
い。移転に際してかなりの量の書類が整理されたという。自
らのオフィスの改善のためにここでも社員が一体となった。
｢部門ごとに削減目標を定め、クリアさせるために書類削減
プロジェクトを組成しました。全体の50％程度の書類削減
に成功しました。それによって個々の袖机も大幅に減らす
ことが出来たのです。今後は自らが書類の必要性を考えな
がら定期的に整理をしていきます｣
　それでは新オフィスの特長的な部分をエントランスから
順に見ていこう。
　エントランスは旧オフィスに比べてシックにまとめた。
｢旧オフィスと比べるとかなり面積を削減しました。当社の
場合、一度に大勢のお客様が殺到することはありませんの
で広さを抑えたといってもまったく不自由さは感じません。
当社のイメージにフィットしたデザインになったと思って
います｣
　執務室手前には来客者用応接室が4室。6人用、8人用、
10人用、そして30人が収容できるボードルームを備えた。
｢会議室の稼働率は高いですね。少し余裕を持ちながら使
用できています。結果的に適正な室数を用意できました。
大・中・小と収容サイズに変化を持たせたのも上手くいった
要因の一つだと思います｣

エントランス

Front Office

Back Office

ドリンクカウンター

ソロワーク席ファミレス風スペース

ミーティング兼作業台
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し『居抜き』で使用するため、原状回復の範囲や撤去部分の
要望など、契約条項を一つひとつ確認していかなくてはな
りません。三幸エステートさんから専門的なアドバイスをい
ただきながら進めていきました。また、常に僕らが求めてい
る境界線をよく理解していただき、ビルオーナー側との折
衝に臨んでいただきました。それだけ常にコミュニケー
ションが取れているということでもあるんですが、有難かっ
たですね。そのおかげで最良の条件での入居が可能となり
ました｣（槌井氏）
　そうして2018年2月に契約を締結し、同年10月から賃貸
開始となる。設計・内装工事は株式会社イトーキをパート
ナーに選ぶ。施工期間は約2ヵ月。1週間ごとに段階的にフ
ロアを完成させていく。使用していないフロアは平日に工
事を行う。急ピッチな作業ではあったが、1棟借りだからこ
そ作業効率のよいスケジューリングが出来たという。

｢経済性もエコノミーの観点からも魅力的なオフィスビル
でした。居抜きのメリットを最大限に活かしました。以前の
会社で使用していたゾーニングをベースに、程よく改修を
加えています。例えば9階フロア。以前は役員個室とボード
ルームで構成されていました。現在は、それに加えて誰も
が使用できるラウンジを用意しました。そのため照明も以
前より明るめに変更しています｣（白井 紗奈子氏）
｢私どもFMサービス会社としましては、色々なことにチャレ
ンジをして一つでも多くのケーススタディを増やしていき
たいと思っています。今までは健康経営というカテゴリー
では特に供給してきませんでしたが、新本社では昇降型デ
スクや仮眠スペース・ストレッチコーナーなども用意してい
ます。また障害者雇用のあり方にもトライし、カフェ運営や
室内クリーニングなどの仕事で一緒に働ける工夫をしてい
ます｣（槌井氏）

　パーソルグループでは、自らが働き方を見直し改善する
ことで「はたらいて、笑おう。」を企業スローガンとしている。
｢5ヵ所から集まった多様なワーカーが働いて笑えるため
に、今回のオフィスコンセプトは『知の融合』としました。新
本社で働く約800名はグループごとに業務を行っています。
ですから全て同じ働き方にするのではなくフロアごとに働
く機能を分けたのです。いかにABWが先進的な働き方だと

散しながら業務を開始。当初、分散させることによってBCP
対応やファシリティコストの最適化、FM戦略の柔軟性とい
う目的があったが、中期経営計画を加速させるためにはオ
フィスの集約は必須だという結論に至ったという。
｢加えてグループ内のダイバーシティ強化という命題も課
せられており、どこかのタイミングでオフィスの多様性を実
践する機会を狙っていました｣（槌井紀之氏）

｢集約前に賃借していた各オフィスの面積を合わせると
1,000弱の坪面積となります。一般的に集約移転ではデッド
スペースの削減効果が生まれるため、必要面積は現状より
も少ない面積で収まるものです。しかしちょうど大手町に入
居していたチームが正式に新会社として設立することが決
定したことで、新たに500坪前後の面積を確保しなければ
ならなくなりました。大手町で500坪を新たに借りるのはコ
スト的にもかなりの負担になります。そこで思い切って新本
社の中に取り込んでしまおうと考えました。さらに今後の増
員用スペースとダイバーシティやWell Beingを推進する機
能、各種コラボレーションエリアの新設スペースを計算す
ると、現状よりも倍くらいの面積が適していると感じていま
した｣（槌井氏）

　オフィス仲介は何度も一緒に仕事をしてきた三幸エス
テートが担当する。
｢以前から本社集約の可能性を伝えており、条件に合う空
室情報があるたびに紹介いただいていました。当初は移転
先候補として都心で進められている新築物件も検討してい
ましたね。そして2017年秋口から本格的に物件の内見を始
めたのです｣（槌井氏）
　そんな中、南青山に立地するビルの全フロアを使用してい
た企業の移転情報が届いた。地下1階地上9階建、総面積
2,000坪。まだ一般的には公開されていない空室情報だった。
　本社機能の集約といっても、新宿、豊洲、丸の内といった
エリアには営業拠点が存在する。それら各拠点とのアクセ
スを考えた時に南青山は中間点に位置するベストな立地
であった。
｢物件不足といわれている中で、南青山という立地も、2,000
坪という面積も、賃貸条件も、全てが希望通りでした。ただ

　パーソルグループの歴史は、1973年のテンプスタッフ
（現パーソルテンプスタッフ）の創業から始まる。その後、
「雇用の創造、人々の成長、社会貢献」を経営理念に、M&A
や経営統合を通じて事業を拡大。現在では、国内外に70社
以上のグループ会社と約600拠点を有する総合人材サービ
スグループに成長している。
2017年7月、持ち株会社であるテンプホールディングスは
パーソルホールディングスに商号変更を行った。商号変更
後は新宿と代々木、大手町、丸の内の5ヵ所に営業拠点を分

2階 KNOT United Sguare
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の説明会、グループ会社を対象にしたトレーニング、記者
会見など、多様な用途で使用しています｣（槌井氏）

　2019年1月、地下1階フロアの完成で移転プロジェクトは
一旦完了となった。そのタイミングで手書きの社内通信を
配布したという。
｢朝9時にスタンバイしてここで働く全てのワーカーに配布
しました。新本社は色々な機能を備えていますので、フロア
ごとの特長やコンセプトを伝えようと思ったのです。メール
では開封されないこともありますので、あえて手渡しという
方法を選びました。私たちオフィスをつくる側と使う側のコ
ミュニケーションを取るために実施して良かったと思いま
す。実際にたくさんの方から反響がありました｣（白井氏）
　このアナログの通信は、今後も不定期ながらも配布して
いきたいと語る。
｢働き方を効率化するためのICTはとても大事なことです
が、まずはオフィスに興味を持ってもらうことから始まりま
す。そのためにこのアナログな文化は非常に有効だと思っ
ています。理由がわからないまま単にトップダウンで無理
やりオフィスを変革しても、そこには抵抗しか生まれませ
ん。ですからハードを用意するだけではなく、ワーカーとの
コミュニケーションにはこだわりたいのです。それこそが
FM側の仕事だと思っています｣（槌井氏）

線的なデスクを採用。個々が自由に働く場所を選択してい
ます。評判は上々ですね｣（白井氏）
　8階はさまざまな設備を試す実験フロア。スタンディング
や昇降型といった健康オフィスを意識したデスクが置かれ
ている。そのほか、ソロワーク、少人数用を中心とした打ち
合わせデスクを配置。集中作業を効率的に行うための専用
エリアもある。
　9階は社長室と企画・広報部門の執務室、ボードルーム、
「CENTRAL  LOUNGE」で構成している。「CENTRAL  
LOUNGE」はどこも予約なしで使用可能だ。以下4つのコ
ワーキングを用意した。「KOAGARI（コアガリ）」はプレゼン
専用で20名前後が使用できるスペース。「DOUBUTSU（ドウ
ブツ）」は会議の流れを視覚化する手法の一つグラフィック
レコーディングを採り入れた。リアルタイムに会議の発言が
分かりやすくまとめられるため、情報共有を促進する会議に
効果があるといわれている。「HOUGAN（ホウガン）」もグラ
フィックレコーディングを採用。壁面は方眼状のマス目が印
字されたホワイトボードシートで生産性向上を支援する。
「HANGETSU（ハンゲツ）」は2人用のミーティングエリア。TV
会議も可能となっている。
｢2階のコミュニケーションエリアとの差別化を図り、変化を
持たせた環境によって新たなアイデアが生まれることを目
指しています。どうしたら社長室のある最上階まで来てもら
えるか、を考えてつくりました｣（白井氏）
｢ビル全体のコワーキングスペースには、それぞれのエリア
とGPSを組み合わせて稼働率調査をしています。その属性、
時間帯、使用人数などの調査・分析を行うことで、今後のオ
フィス改善に役立てる予定です｣（槌井氏）
　これら新たな機能を有効に使うために、2階から9階まで
の混雑状況を可視化する仕組みを導入している。
｢コワーキングをしようとフロアに移動しても満員で使えな
かったら時間の無駄になりますし、モチベーションも下がっ
てしまいます。事前に可視化できるシステムで無駄を省き

いっても全ての業務に当てはまるとは思っていません。例
えば財務系の業務は典型的なオペレーションのため、一番
効率が良いのは固定席だと考えています｣（白井氏）
　フロアごとに機能を分けた新本社。それが新オフィスの
最大のポイントとなる。それではオフィスの特長的な機能
を紹介していこう。
　1階エントランスは受付と応接室で構成されている。
｢大理石などの石材を薄く切って板ガラスに挟み込んだ『石
合わせガラス』を使った壁を含めて、ほとんど旧テナントが
構築したデザインを引き継いでいます。受付奥のビジネス
シーン用の応接室もそのまま使用しています｣（白井氏）
　2階は「KNOT United Square」。ワーカー同士が結びつく
場所になればと名付けられた。
｢『Thanks café』『コミュニケーションダイニング』をフロア
の中心に配しました。たくさんのワーカーが使用できるよう
に100席超の席数やランチメニューを多く揃えています。想
像以上にコミュニケーションが深まっているように感じま
す。そのほか、総務系やIT系トラブルに対応するための有
人サポートデスク、お子さん連れで仕事ができる『Dad＆
Mon Room』、電子タバコ用を別に用意した喫煙ルームで
構成されています｣（白井氏）
　4階は「Innovative Office」。新規事業の開発拠点として
のフロアとなる。
｢よりクリエイティブな発想が生まれるようにポップなイ
メージでデザインしました。自社だけでなく他の会社の
方々と打ち合わせをするためのオープンイノベーションの
場も備えています。このフロアのデスクは簡単に動かせる
什器を使用しており、新規事業が増えた場合でも容易にレ
イアウト変更が可能です｣（槌井氏）
　5階は「PCA Office」。
｢パーソルキャリアのコーポレート部門が使用しています。
現在、セールスでなくてもフリーアドレスが成立するかを検
証中です。モバイルワークを採り入れて、アメーバー型の曲

ながらワーカーの行動推進を狙っています｣（槌井氏）
　そのほか、地階は旧テナントが書庫として使っていたエ
リアだが、今回は大きく用途変更を行った。「Charge Floor」
と名付けられ、3つの要素で組み立てられている。「South 
Blue Mountain Parlor」はWell Beingを採り入れ、メリハリ
のある働き方をサポートする。室内には、ぶらさがり健康
器、卓球台、バランスボールなどが置かれている。「Silent 
Room」は瞑想や休眠するための部屋、「Refresh Room」は
本格的なマッサージが受けられる部屋。ワーカーのパワー
チャージをバックアップする。
　これらのコミュニケーションスペースを用意することで、
ユーザー側では縦割りになりがちな社内コミュニケーション
打開を目的とした交流イベントも自然とスタートしました｣
（槌井氏）
　本社ビルの隣に設けられた「PERSOL ACADEMY」も有効
に活用されている。
｢別棟になります。2つの部屋は可動式壁を移動させること
で大ホールに変えることができます。セミナーや新卒採用

1階 エントランス 2階 Thanks café

2階 有人サポートデスク 4階 Innovative Office4階 オープンイノベーション

9階 HOUGAN（ホウガン）9階 KOAGARI（コアガリ）

地階 瞑想エリア

9階 CENTRAL LOUNGE

地階 South Blue Mountain Parlor

8階 集中作業専用デスク

手書きのPFM通信
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　2010年3月の設立から10期目を迎える同社は、大企業
から中小ベンチャー企業まで幅広い顧客層と取引があり、
「Teachme Biz」は現在2,000社以上のユーザーで利用さ
れている。導入社数も堅調に伸び、周辺領域への事業展
開や地方や海外のユーザー開拓など、着実に成長を続け
ている。これに伴い、社員数も増加の一途をたどり、オフィ
スが手狭になっていたという。
｢前回は2017年7月に移転したばかりでしたが、それから
半年後の2018年1月には早くも次の移転を考えはじめる必
要がでていたのです。一つ前のオフィスは約100坪の面積
があったのですが、増員に伴い一つの会議室を転用して
執務スペースに。近くのビルの貸会議室がほとんど当社の
貸し切りになっているような状況でした」（田中氏）
　同社は創業以来、ずっと神田界隈に本社を構えており、
千代田区というブランドに魅力を感じていた。しかし、今
回の移転では同エリア内で希望する約200～ 250坪の面
積の確保が難しいことがわかる。港区の田町・新橋・芝と
いったエリアも候補地に加え、移転先を探すことになった。
候補物件の見学を開始したのは2018年3月頃から。現地
まで足を運んだのは10件前後だが、データ上ではそれ以
上の数がリストとしてあがっていたという。そうして各方面
からの情報を収集していたとき、以前からお付き合いのあ
る三幸エステートの営業担当から「オフィス移転セミナー」
の案内を渡された。
｢そこでの講師が、パーソルファシリティマネジメント（以
下PFM）代表の槌井紀之さんだったのです」（佐藤氏）
　佐藤氏は数年前に槌井氏と面識があった。さらに、同じ
時期に発行された『月刊総務』のオフィス特集企画に槌井
氏の記事が掲載されていたこともあり、槌井氏とPFMに強
く関心を寄せていた。そうして今回の新オフィス構築に協
力を求めるべく、槌井氏に相談したのである。2018年5月
のことであった。

　槌井氏が代表を務めるPFMの設立目的は、蓄積された
専門的なファシリティマネジメントのノウハウを提供するこ
とで顧客のオフィスをより有効な経営資源として活用させ
ること。その企業理念は、オフィスに代表される企業の「施
設・環境」を、ヒト・モノ・カネに続くいわゆる「第四の
経営基盤」と捉え、FMのノウハウを通じて「人と組織の成

　新入社員やパート・アルバイトなどに対する研修は、従
来は上司や先輩社員たちの役割だった。しかし近年、現
場の人手が足りないこともあり、新人研修に十分な労力を
割くことが困難な状況となっている。そこで、研修に不可
欠なツールである各種マニュアル作成をサポートするビジ
ネスツールが注目されている。
｢マニュアル自体の捉え方は各社さまざまですが、現場で
使われているマニュアルの多くは、作業手順を文字ベース
で説明したものが大半です。それらは一つひとつ文字を読
みながら理解していかなければならず、非常にわかりにく
いものになりがちです。また、総務・人事の担当者にとっ
ても、こうしたマニュアルの作成は非常に手間のかかる業
務であり、作業負担も大きかったのです」（佐藤史郎氏）
　仕事を引き継ぐ、正しい手順や方法を教える、などのシー
ンにおいて、できるだけ簡単にわかりやすく伝え、チームの
生産性向上を実現したい。そのため従来の「マニュアル＝
分厚い説明書」という概念を捨て、自社開発したのがビジュ
アルSOP※マネジメント・プラットフォーム「Teachme Biz」だ。
｢各工程の画像を使用して説明し、そこに補足としてテキス
トや矢印などの記号をつければ、パッと見るだけで、誰で
も理解しやすいものになります。これまでは、こうしたビジュ
アルベースの手順書を作成するには画像ソフトを使って加
工するなど、手間もかかれば専門的な知識も必要でした。
しかし「Teachme Biz」ならば、スマホで作業工程の写真や
動画を撮影しながら、その場で編集して全員に共有するこ
とができます。もちろんリアルタイムで修正や変更も可能
です」（田中にれ氏）
　単なるマニュアル作成のサポートツールであれば、同様
のサービスを展開する競合他社は少なくない。だが、同
社の「Teachme Biz」は、作成後のSOPの運用にも重きを
置いているのが特長だ。個々の社員のSOP閲覧履歴や、
SOPで指示された作業を実施したかどうかについても
チェックでき、見ていない者、着手していない者には上司
が個別で指導することができる。そこが同製品の優れた機
能となっている。
｢実は今回の本社移転でも、「Teachme Biz」が大活躍して
います。荷造りするうえで段ボールに入れていい物は何か、
表書きは箱のどの部分にどう書くか、そういう細かい作業
のビジュアルSOP化を、入社1ヵ月目の新人に担当しても
らいました。誰でも簡単に正しい手順をわかりやすく共有
できる。それが本製品のセールスポイントです」（佐藤氏）

※SOPとは：標準作業手順書（Standard Operating Procedures）

執務室内フリースペース
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かる。そうして決定したデザイン案に基づいて年明けから
工事が始まった。

　新オフィスには集中作業のためのソロワークスペース
と、他のメンバーと共働して「相互刺激」を受けられるコ
ワーキングスペースの両方を執務室内に設けている。これ
は付加価値の高いコレボレーションワークの最大化を推進
する一方で、「働く場所を選ばないソロワークもオフィスと
して必要なスペース」というPFMの考えが根底にあった。
　エントランス横のフリースペース外側にはオープンミー
ティングスペース2室とクローズドの応接室3室。オープン
ミーティングスペースは、執務室の外側ではあるが機密性
を必要としない社内の打ち合わせにも多く活用されてい
る。クローズドの応接室は、それぞれ「Deep Work」「Fair 
Play」「Full Ownership」と同社の行動指針に基づく室名が
つけられている。
　フリースペース内側ではスクリーンとプロジェクタを用い
てちょっとしたセミナーを行うこともある。椅子席だけなら
ばゆうに50席の設置は可能だという。
｢外部の方が来られた際に『スタディストさんらしいオフィ
スですね』といわれることも多くなっています」（佐藤氏）
　執務室に入ると、正面がセールス部門、左側がエンジ
ニア部門のエリアになっている。エリアを仕切るパーテー
ションなどはなく、開放感のある空間構成だ。部門間に配
したフリースペースにはライブラリ兼カウンターが設置さ
れ、マグネットスペースの効果を発揮する。窓際にはコワー
キングスペースとソロワーキングスペース4席を配置。ほ
かに畳敷きの和室も設けられている。和室にはホワイト
ボードが設置されており、休憩にも使用できるが主な用途
はミーティングルームであるという。
｢こうしたファシリティは旧本社オフィスになかったこともあ
り、社内の反応もいいですね。フリースペースはソロワー
カー同士が集まる場、その他、ランチ、ミーティングなど
さまざまな場面で使用されています。加えて、スクリーン・
プロジェクタを使用してチーム会議を頻繁に行っています。
『事業の成長に必要なプロセスとして、会議をいつでも行
える場所が必要』という当社代表の強いこだわりからチー
ム会議が行える場は必須でした」（田中氏）
　スクリーン・プロジェクタの導入はエンジニア部門からの
要望によるものだ。また、会話を大切にする社風のため、ミー
ティング時にはちょっとした談笑から仕事に関するヒントを
得られるようにとの狙いもある。これらのファシリティを活用
して刺激を与えあうワークプレイスを目指しているという。
｢導入されたファシリティは、私たちの長年のインハウス
FMのノウハウをカスタマイズしています。まず自社で実践
して良いものだけをFMOとして提供しました」（長谷川氏）
｢今後のオフィス運営もPFMさんに相談しながら、社員の声を
反映させて改善を重ねていければと思っています｣（佐藤氏）

行っているので、『駅から近くわかりやすい場所』かつ『清潔
感のあるビル』という条件で候補ビルを探しました。そして
ギリギリのタイミングで見学できたのが現在のビルだった
のです」（田中氏）
　前回の移転ではスタディストの総務が設計、内装、什器、
ITといった複数の専門サービサーに対してコンペを実施。分
野ごとに発注先を決定していった。今回はPFMが同社の代
行として各専門サービサーを統括・ハンドリングするFMOの
方式をとる。そのため最初に納得のいくまでミーティングを
重ね、新本社オフィスのコンセプトを固めていったという。
　年末の繁忙期と重なったため設計会社の人員も不足して
おり、PFM主導のコンペに参加できたのは数社であった。
その中から選んだ設計会社はコンセプトに対する理解も深
く、タイトなスケジュールにもかかわらずパートナーとして
寄り添ってくれたという。
　PFMの担当はPM第二グループの長谷川優子氏である。
｢オフィスコンセプトは最終的に『相互刺激』と『マルチプル
ワークプレイス』に決定しました。当初は新しいオフィスで
新年を迎えていただけるように12月末の移転を思い浮か
べていたのですが、無理なスケジュールで後悔する部分を
残すよりも100％満足していただきたいと。あえて移転時
期を2月にずらして時間をかけて移転効果を最大化させる
ことに注力しました」（長谷川氏）
｢設計会社やPM会社などは『お客様に引き渡すまでが仕
事』で、その後の運用までは関知しないところがほとんど
です。それに対して私たちはFM会社として『引き渡し後』も、
お客様の総務の業務負担を減らしながら成果を上げること
を考えています」（槌井氏）
｢最初にご提示されたデザイン案はとても魅力的でしたが、
残念ながら予算的にやや無理があり、より予算を抑えた修
正案が採用されることになりました」（白井紗奈子氏）
　予算についての発言がスタディスト側からではなく、白
井氏の口から出ていることからもPFMのスタンスがよくわ

長」を支援。経営価値の向上に貢献するというものである。
｢私たちの提供するFMO（Facility Management Office）と
は、発注者としての専門ノウハウを保有するコンサルタン
トが企業サイドでプロジェクト推進を代理統括しプロジェ
クト効果を最大化するサービスです。そのサービスの根
底には『お客様には本業に専念していただきたい』という
想いがあります。専門的な業務を私たちが行うことで、お
客様の経営に貢献したい。これはスタディスト様の企業理
念にも通じるものがあるように感じました」（槌井紀之氏）
　槌井氏も指摘しているように、マニュアル作成にしても
オフィス構築にしても、その中心は企業の総務担当者など
が進める業務であり、しかも、一般的な総務担当者にとっ
ては負担の大きい専門性の高い業務となる。その意味で
両社は、顧客との関係性や距離感などがきわめて近い業
態であるといえるだろう。
｢ご相談を受ける中でスタディスト様の移転前の旧オフィス
を拝見し、『WorkStyle Labo』と名づけた私たちの戦略的
オフィスを見学していただきました」（槌井氏）

｢当社としては、槌井さんに相談してお話をお聞きしたとき
から他の会社にお願いすることは考えていませんでした。
そして今回の移転にあたり、私たち総務以外に社内の各部
門からメンバーを選定してプロジェクトチームを編成した
のです」（佐藤氏）
　PFMのオフィス見学会にはPJメンバーのほか、同社の
役員も参加。オフィスづくりに向けて全員でベクトルを統一
することができたという。
｢2019年度の採用人数と新入社員の入社日から逆算して、
その時点で移転実施日はだいたい決まっていました。当社
では自社内にお客様をご招待して体験会やセミナーなども

オープンミーティングスペース エントランス横のフリースペース

応接室

PFMのオフィス事例はこちら 
https://www.sanko-e.co.jp/case/pfm

執務室全景

ライブラリ兼カウンター

コワーキングスペース

畳敷きの和室

ソロワーキングスペース

カウンター席
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案をベースにつくりあげていった。両エリア合わせて73席
を用意。プロジェクタも備えており、プレゼンテーション
の場としても活用できる。
同社では、「働き方改革」の一つとして「Free Location
制度」を推進している。目指すのは場所や時間に捉われな
い働き方による生産性の向上。今回のタッチダウンエリア
の新設は、「働き方改革」推進の後押しをできるものと考え
ており、今後の評価によっては増設することも視野に入れ
ている。
同社の総務スタッフのミッションは、働く全ての人が最

高のパフォーマンスを発揮できる環境を提供し続けるこ
と。社員がより自由に、より知的に、より活き活きと能力
を発揮できる環境づくりを目指していく。

エリアの利便性、経済合理性、必要面積の確保、ビル
の使いやすさなど、多様な条件をクリアする物件探しが開
始される。三幸エステートが検討を加えた中から候補と
なった10棟ほどのビルを見学し、さらに細かく検討を重
ねていく。そこにはアビームコンサルティングならではの
必須条件も存在する。細かな条件折衝を行いながら、最
終的に港区にあるオフィスビルの空室を確保した。面積
は約580坪。単に研修センターとしてだけではなく、タッ
チダウンオフィスとしての機能も付け加えた。社内では「新
しい働き方の場」について議論を重ねていたこともあり、
今回の拠点開設は良いタイミングだったという。そして
2019年1月から内装工事がスタートした。

社名のアビームとはヨット用語で「横風を力に変えて進
む」ことを意味する。同社の社員が世界中を航海する船の
ように活動をする。研修受講者はさまざまな角度からの風
を受けて加速していく。常に新しいことを切り開いて世界
で躍進する。そのようなイメージからデザインコンセプト
を「OCEAN NAVIGATION」とした。
研修ルームは10室。5つのエリアを5大陸に重ね合わせ、

それぞれのイメージを壁一面のパネルを使って表現して
いる。しかし、本ルームの構築にあたり時間を要したのは
デザイン面よりも家具什器の実用面であった。ビル固有の
条件を踏まえつつ、机や椅子の素材、形状、色彩等が心
身に与える影響を精査し、何日もかけて何社ものメーカー
のショールームに出向いた。
研修ルームの壁は可動式の間仕切りを使用。壁を開放

すると10室すべてがつながり、全長約70メートルの大会
議室が出来上がる。その操作性や耐久性、遮音性も複数
社のコンペを行い結論を出した。この360名を収容可能と
する研修ルームは、今後は社外イベントにも活用していく。
同ルームの外側にはタッチダウンエリアが広がる。2ヵ

所に用意し、それぞれ「アトランティックオーシャン」「パシ
フィックオーシャン」と名付けた。同エリアのデザインイ
メージは船室内に置かれた家具。デザイン会社からの提

場のコンサルタントが講師を務め、アビームの社員として
の意識付けを行うとともに、新入社員は高いレベルでの業
務遂行のために必要なコンサルティングスキル、業務知
識、ITスキルをインテンシブに学ぶためのカリキュラムが
組まれている。
この“学び”の場として重要な役割を担うトレーニング
ルームは、2013年に実施した大規模な本社移転時には全
8室で250名以上収容することができた。しかし、収容可
能な人数を大きく上回る新卒が継続して入社することが見
込まれ、また社員数も増え続けスペース運用の見直しが
迫られる中、三幸エステートに相談をしたのは2018年春
のことだった。

アビームコンサルティング株式会社は創立から30年以
上にわたり、クライアントの企業変革実現への挑戦を、経
営戦略立案から業務コンサルティング、さらにはIT導入・
運用までの一連のコンサルティングサービスの提供を通し
て支援し、その実現に寄与してきた。
企業の変革レベルはますますグローバル化・高度化し、

加えてスピードが求められる中、“人”が資産である同社は、
社員が“学び”を通して成長を続けていくことが欠かせない。
長期間にわたって行われる新入社員研修においては、現

アトランティックオーシャン

トレーニング室ホワイエ

パシフィックオーシャン

トレーニング室全景
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ンを体現したオフィスが出来上がった。社内外からの評価
も高い画期的なオフィスだった。

　旧オフィスの移転理由はオフィスが狭くなったこと。同時
に打ち合わせスペースが足りないという課題も生じていた。
｢個室の会議スペースは2室のみ。始業時から社内外の予
約で埋まっていました。打ち合わせや面接などは芝生の
オープンスペース内で行われており、ほぼ100％の稼働率
です。最初は余裕を持って使っていたのですが、後半は
どこにいても窮屈に感じるようになっていました。今後の
採用計画も控えており、このキャパシティでは無理だと。
そこで移転プロジェクトが始動したわけです。しかし私自
身、移転に関する業務は初めての経験でした。何から手
を付けていいのかわかりません。そんな中でのスタートで
した｣（山田健介氏）
　旧オフィスビルとは定期借家契約を結んでいたので退
去時期は決まっていた。そのため2018年7月までに移転
先を絞り込み、9月中に新オフィスと契約といったスケ
ジュールを組む。そうして2018年3月、本格的な移転プ
ロジェクトの第一歩を踏み出した。
｢結局、移転先を探すだけで半年くらいを要してしまいま
した。当初は創業以来、慣れ親しんできた新宿エリアで
の移転が希望でしたが希望面積、諸条件など、合致する
ビルが無かったのです。そこで新オフィスの候補エリアを
JR山手線沿線全体に広げました。それでも提案されるビ
ルはどれも決め手に欠ける感じでしたね｣（山田氏）
｢そんな時、タイミング良く今のビルに空室が出たのです。
池袋の象徴となるシンボルタワーですが、我々のようなベン
チャー企業に是非入居いただきたいと言っていただいて。
条件の合意までとんとん拍子に進んでいきました｣（長南氏）
｢そうして1フロア約700坪のオフィス空間を確保しました。
旧オフィスと比べると面積は倍近くに。当面は採用計画に
も安心して取り組めます｣（山田氏）

　旧オフィス退去までのタイムリミットがあるため、内装
デザインの打ち合わせはかなり前から進めていたという。
｢旧オフィスのデザインを担当いただいた株式会社アンド
ロップさんにプロジェクトチームに入っていただき、サポー
トをお願いしました。同時に現場から意見を集め、コアス
ペースの使い方や席の配置といった細かい要望を聞くこと

　2009年、株式会社リジョブが誕生する。セラピスト専
門の求人サイトというニッチな部分から始めて、徐々にエ
ステやネイル業界へ事業の幅を広げていった。その後、
美容師をはじめ柔道整復師や鍼 師といった国家資格を
要する求人まで扱うようになっていった。そして4年前に、
介護業界の求人サイト「リジョブ介護」や途上国の貧困層
の方々の自立支援プログラム「咲くらプロジェクト」といっ
た新規事業を立ち上げている。
　同社が取り組む事業には「世の中の困りごとの解決をし
たい」という想いが根底にある。
｢現在、各種ハラスメント対策や労働環境の改善など労務
周りの課題を解決するサービスの提供を計画しています。
それによって目指すのは人材の定着。その部分が当社の
お客様にとって、また働く人々にとって一番大事なことと
考えて企画を進行中です｣（長南氏）

　創業時は西新宿に立地する雑居ビルの一室からスター
ト。広さ約20坪、メンバーは僅か5名でのスタートだった。
その後5年間で4度のオフィス移転を行う。
｢移転理由は狭さの解消につきますね。業務拡大に応じて
人員の採用を行いますが、その連続で想定よりも早く執務
スペースが限界に達してしまう。そこで現状より広い面積
のオフィスビルに移転する。それの繰り返しでした。です
から当時は単純に全員が入れるスペースの確保だけを考
えていました。社員同士のコミュニケーションや働きやす
さを考えるようになったのはここ数年で、一つ前のオフィ
スからです｣（長南氏）
　2014年10月、リジョブはM&Aにより、東証一部上場で
ライフイベント全般に関わるWebサービスの企画運営を
行う株式会社じげんにグループ入りをする。それにより新
たな事業領域が拡大されることもあり、企業ビジョンを見
直したという。
｢新ビジョンは『日本が誇る技術とサービスを世界中に広
め、心の豊かさあふれる社会を創る』としました。日本人
が長い歳月をかけて築き上げてきた技術力やサービス力
を最大限活用する。同時にそれらの力を日本国内および
発展途上国などの社会課題の解決のために使っていきた
いと考えたのです｣（長南氏）
　このM&Aをきっかけに、新たに策定された企業ビジョ

　もともと美容・ヘルスケア業界のクーポンサイトの運営
がリジョブの前身となる。
｢多くの方に気軽にリラクゼーション体験をしてもらいたい
と思ったのが始まりです。当時はまだクーポンサイトの存
在自体が少なく、いわば黎明期でした｣（長南岳彦氏）
　その営業活動の中でお客様は「集客」よりもむしろ「人材
の確保」に問題を抱えていることを知る。今まで美容業界
に特化した求人サービスは無いに等しかった。業界全体
の悩みを解決したかったこともあり、「求人」にフォーカスし
た事業に舵を切ることを決断したという。

前回のオフィス移転事例はここからご覧になれます
https://www.sanko-e.co.jp/case/rejob
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もできました。そのほか面接専用の部屋の必要性など、現
場との意見のすり合わせはかなりの回数を重ねましたね｣
（山田氏）
｢新オフィス全体のコンセプトは“REJOB PARK”。企画コン
セプトは両社で一緒に考えながらつくり上げていきました。
そこで以前のオフィスをベースに更に進化したオフィスを
つくろうと。当社をよく理解いただいていることもあり、そ
こまでの流れはとてもスムーズでしたね｣（長南氏）
　しかし実際の設計・工事と進めていく中で改めて見えて
きたことも多かった。
｢コストを考えるとどうしてもそのまま採用できなかったア
イデアもありますが、工夫を凝らしました。例えば執務エ
リア内のミーティングスペースは社員の働きやすさを考え
ると絶対に必要な機能だと思ったので、何度かデザインを
やり直していただきながら新設しました｣（山田氏）
　それでは具体的にオフィス内のポイントを紹介していこ
う。新オフィスは1フロアといっても北側エリアと南側エリア
に分かれている。そこで北側は来客者対応とミーティング
スペース中心のエリア、南側を執務スペース中心のエリア
とした。
｢エントランスには、リジョブを象徴する大きな桜の木とベ
ンチを置いてお客様をお迎えします。また、社内スタッフ
も含めた総合的なコミュニティエリアとしてのコンセプトを
持たせています｣（山田氏）
　エントランスの壁にはヨーロッパの白壁をイメージさせ
る、ホワイト煉瓦を使用。目地もリジョブカラーにこだわり、
サンプル確認を2度行い最終決定するという念の入れよう
だった。そこから奥に進む通路の両サイドには個室のミー
ティングルーム。旧オフィスでは2室だったが、新オフィス
では4室に増やした。通路を進むと一面にリラックスとコミュ
ニケーションをコンセプトにした「桜の咲く公園」が広がる。
｢旧オフィスから当社のシンボルとしていた『桜の咲く公園』
は機能も広さもレベルアップしました。日本が誇る技術と
サービスを世界へ届けるべく、グローバルスタンダードな

ソロワーク用の集中スペース

PARKをイメージして、スケール感と開放感を意識したデ
ザインに。公園内には4本の桜の木を散りばめ、壁側に
ステージを用意し最大100人規模のイベントができるよう
にしました。最近では、これからの介護をテーマにしたワー
クショップが頻繁に行われています｣（長南氏）
　公園スペース奥には『SAKURA LOUNGE』が。定期的に
社内コミュニケーションを図るためのイベント『さくらBar』
を開催し、その収益金を『咲くらプロジェクト』の運営サポー
トに寄付しているという。ラウンジ内のカウンターも大きく
進化させた。
｢旧オフィスではバーカウンターでしたが、新オフィスでは
屋台風に改善しました。この形状のほうがお互いのコミュ
ニケーションが取りやすかったのです｣（山田氏）
　北側エリアと南側エリアを結ぶ空間には新たな仕掛けを
設けた。
｢単なる書庫や書類置き場ではなく、北側エリアと南側エ
リアを分断させないためのマグネットスペースをつくりた
かったのです。目線を変えるためにソファを置いて社員が
くつろげる『場』をつくりました。今では休憩をしたり、壁
に取り付けたガラスボードに書きながら打ち合わせをして
いる姿も多く見られます｣（山田氏）
　そこを抜けると南側エリアとなる。まとめられた執務スペー
スは全て固定席でありながら、どこでも仕事ができる環境と
なっている。そして執務エリアの中は『SAKURA GARDEN』と
名付けられたミーティングスペースを新設した。
｢資料を広げるのに最適な広さの机を用意したため2～ 4
名での使用が多いですね。レストランのボックス席のような
スペースで、多くの観葉植物の鉢植えで飾られています｣（長
南氏）
　最奥には『SAKURA CAFE』。入口部分に取り付けたフェ
ンスが執務スペースとの緩やかな境界線となる。
｢このスペースの用途は今までと同じ。仕事や休憩など、多
目的に自由に使ってもらうためのスペースです｣（長南氏）
　壁沿いにはずらりと本が並び、中には社員手書きのPOP

も。｢壁際の書棚には、同社のBOOK GARDEN委員会が本を
充実させている途中です。ちなみに当社には“自分達の会
社を、自分達で働きやすくしよう”という考え方の元、12の
委員会が設けられています。社員は全員どこかの委員会に
属し、部署間の垣根を超えた活動を行っています｣（山田氏）

｢新オフィスの特長はコラボレーションエリアの拡張だけで
はありません。今まで集中したいときは喫茶店などで業務
を行うこともあったようですが、今回はソロワーク用の集中
スペースも大幅に増やしました。仕事のメリハリがつけられ
る・アイデアが生まれやすいと社内から好評です｣（山田氏）
　移転後、目に見える効果の一つとして自社採用における
応募数のアップがあるという。
｢移転後の効果を加味した目標数値を定めていたわけでは
なかったのですが、応募者の数が明らかに増えたと採用担
当者から報告がありました。池袋という巨大ターミナルに

エントランス 通路両サイドのミーティングルームSAKURA LOUNGE

ソファを置いたくつろぎの場桜の咲く公園

オフィスを構えたこと、安心・信頼につながるシンボルタ
ワーへ入居したこと、ビル内にはさまざまな生活支援機能
があり働く人を強力にバックアップできることなどが要因だ
と思っています。元々は手狭感の解消を課題とした移転計
画でしたが、このような点からも移転効果を実感すること
ができました。今ではオフィス戦略と経営課題には密接な
関係があることを実感しています｣（長南氏）
　今後も、より従業員の満足度を高めていきたいと語る。
｢当社は総務人事部が中心になってオフィス運営をしてい
ます。その一環で全社員を対象にオフィス環境調査を継続
して行っているのですが、次の調査ではどのような集計結
果が出るかとても楽しみですね。今後はオフィスを現状維
持するのではなく、新しい発想を持ち続けて、メンバーに
とって、一層働きやすい環境になるよう、常に改善してい
きたいと思っています｣（山田氏）
｢我々にはこれからも『世の中の困りごとを解決する』ため
に、より大きな価値を創造していくというミッションがありま
す。そのためには、周囲の皆様への感謝の気持ちを忘れ
ずに、個々の仕事への向き合い方や組織としてのスタンス、
視座も高めていかなければなりません。そうすることが真
の会社の成長や社会課題の解決に結びつき、巡り巡って働
く環境も良くなっていくのだと思います。それが今回のオ
フィスコンセプトである『進化』にも繋がるのです｣（長南氏）

執務スペース

SAKURA CAFÉ SAKURA GARDEN
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組んでいただきました。ここにきて約7年、特に大きな改
善もしていなかったのでさまざまな思いがあったのでしょ
う｣（熊澤氏）
｢最初のフェーズでは、各部署の責任者へのインタビューで
す。インタビューシートは僕らが独自で考えたものを使用し
ました。単純な質問を交えながら行ったのですが、項目ご
とに理路整然とした回答を得ることができました｣（野長氏）
　例えば、「オフィス内に社員食堂は必要か？」の質問に対し
て、各事業部の部長以上の全てが「必要無し」との回答だっ
たという。理由を聞くと、「グリーはそういった思考ではない。
無料でランチを提供することが必ずしも従業員満足度を高
めるわけではないし、働きやすさに繋がるわけではない。
施設利用度を上げることや、社員同士のコミュニケーション
を向上させる施策としては別の方法もあるはず」と。フリーア
ドレスに関する項目に関しても、全員が「導入不要」であった。
｢『現在、一つのプロジェクトごとに関連性のあるメンバー
がまとまって座っています。普段からその場ですぐに打ち
合わせができるので、それがモノづくりがしやすい。逆に
ミーティングスペースまで移動するほうが時間のロスに繋
がると考えます。開発メンバー中心のため外出もさほど多
くありません。ですから固定席がベストなのです』という回
答でした」（熊澤氏）
｢一方で、西新宿に広告・メディア事業オフィス統合計画
では、外出での業務が多いこともあってフリーアドレスの
採用を予定しています。オフィスは同じ環境が正しいとは
限りません。そこを使用するワーカーの業務内容に合わせ
たスペース計画が必要だと思っています｣（熊澤氏）
　ちなみにライブオフィスやスタンディングデスクも検討の
結果、不採用となった。
｢ライブオフィスに関してはセキュリティ的にも難しくて。そ
の結果、社員と一緒ならば入室できるエリアを設けること
にしました。スタンディングデスクに関しては、参加者の大
多数がモニターを見ながらじっくりと時間をかけていく討論
形式での会議が多いため、当社には合わないという結論
でした。一応、実験的にオフィス内に2部屋つくってみまし
たがやはり使用率は高くありませんでした｣（野長氏）

　本プロジェクトのオフィスコンセプトは「グリーのモノづく
りを発信する」とした。それは同ビルに入居した当時は来
客もイベントも多くて活気があったことを思い起こし、もう
一度初心に戻って自らを見つめ直したいとの思いからだ。
　オフィスコンセプトが確定後、それに基づいたデザイン

を理由に、いくつかのグループ会社を別のオフィスビルに
分散させる。2018年1月に取材を行ったファンプレックス
株式会社もその事例の一つとなる。

　現在グリーは、ゲーム事業、広告・メディア事業、投資
事業と展開。最近はライブエンターテインメント事業にも
力を入れているという。
｢ライブエンターテインメント事業はバーチャルYou Tuber
（VTuber）に特化した業務となります。具体的には動画番
組の企画・制作・配信、スタートアップなど。この業界は日々
技術や機材が進化していますので、そのスピード感に負け
ないように柔軟に働く環境を整えています｣（野長 兄一氏）
｢部署を問わず常に環境改善のための相談はあります。業
務内容に適したオフィスの提案、地方拠点のオフィスのあ
り方、イベント開催でファンと交流しやすいレイアウトなど、
インハウスならではの要望が多いですね｣（熊澤 恵梨氏）
　

　三幸エステートとは将来的なオフィス移転を見据えて全
国の賃料相場や空室に関する定例会を行ってきた。今回
のリニューアル計画は本社移転計画を検討する延長戦で
始まった。
｢ゲーム事業と広告・メディア事業は利益率が大きく異なっ
ています。その部分を考えずに同じ賃料負担でいいもの
なのか。そんな疑問から検討が始まりました。そして
『4,000坪超の空室を確保できる物件の有無』『採用面を
考慮した相応しいエリア』『入居時期の調整』『入居条件の
整理』など色々な角度からの検討を、時間をかけて行いま
した｣（野長氏）
　物件資料を比較し、候補物件を見学する。慎重に時間
をかけた末に同社が出した結論は、現ビルでの再契約だっ
た。ただし働く環境の向上のために、全フロアのリニュー
アルが決定した。

　そうして2017年春、同ビルでの再契約を締結した。そ
こからワーカーに対して個別ヒアリングが始まる。
｢大規模リニューアル計画ということで部署を横断したプロ
ジェクトチームを発足させました。皆さん、積極的に取り

　2004年に独自で開発したSNS「GREE」の運営を目的に設
立したグリー株式会社。以来、成長を続け、2010年に現
在入居する六本木ヒルズ森タワーに本社を構えた。当初
は「一体感」をグリーのオフィスポリシーとしていたためグ
ループ会社含めて一拠点に集約していた。
　その後、会社ごとのアイデンティティの重視、BCP対策

エントランス全景

ファンプレックス株式会社のオフィス事例はこちら 
https://www.sanko-e.co.jp/case/funplex
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　9階と13階が執務エリアとなる。両エリアとも同様のゾー
ニングで、建物のコア側にはマグネット効果を意識してコー
ヒーメーカーやリラックス席を配置した。そこから中央エリ
アに執務席、窓際にはクローズドのミーティングエリアを
設けた。その数は大小30室。余裕を見ながら設計してい
るため、稼働率は予想通り8割前後となっている。

　同社では多くのワーカーの行動データを収集しており、
そこから導き出した分析データを今回のオフィス改善の
バックデータとしている。
｢毎月、イベントの開催数、開催時間、部屋ごとの開催数、
部屋ごとの開催時間、座席の稼働率、会議室ごとの稼働率、
子会社の座席稼働率、平米当たりの電気料･･。とにかくデー
タを集めています｣（野長氏）
　リニューアル前の会議室は26室前後であったが、分析
データに基づいて1割増やした。それにオープンスペース
を加えたので、ミーティングを行えるスペースは格段に増
え、従業員の会議室予約に対するフラストレーションを軽
減している。
｢イベント参加者にも毎回アンケートを行っています。それ
らの要望がファシリティマネジメントで解決できるかもしれ
ませんので、アンケートを実施することはとても意味のあ
ることだと思っています｣（熊澤氏）
　企業としてのオフィス構築の考え方にも変化が出てきた
という。
｢今まではオフィスポリシーに基づいて、グループ会社や
国内外の拠点であっても画一的なオフィスの構築を目指し
ていました。しかし私たちの目的は、ワーカー一人ひとり
がベストパフォーマンスを発揮できるオフィスをつくること
です。これからもインハウスのファシリティマネージャーと
してどこまでも極めていきたいと思います｣（野長氏）

多様なサイズで15部屋配置した。待合用のベンチ席もど
の角度が座りやすいか、導線として成立するかを検証した
という。そのほか、以前はなかった作業デスク風の打ち合
わせスペースも新設している。
｢実は床面の一部分に当社の育成シミュレーションゲームの
キャラクター『クリノッペ』が隠れています。ぜひ見つけてく
ださい｣（野長氏）
　続いて奥に進むと「ラウンジ」が現れる。スライディング
ウォールを操作することで、エントランスと一体のスペース
に変化する仕掛けだ。
｢来客者が最も多い14時以降は扉を開放しています。エン
トランススペース同様に待合せや打合せがここでも行われ
ています。イベントが出来るようにプロジェクターやステー
ジも用意しました。椅子やテーブルは容易に移動できるた
め、イベント内容や人数に合わせて自由に組み合わせてレ
イアウトを組んでいます｣（野長氏）
　ラウンジの奥が「カフェ」となる。窓際のファミレス風の
ミーティング席と中央の広いオープン席で構成されている。
ここでも社内外のイベントが行われる。同社の思惑通り、
イベントの実施数は以前に比べて2倍近く増えているとい
う。イベント内容や集客人数によっては、「ラウンジ」「カ
フェ」の両スペースを繋げて使うことも可能だ。
｢ちなみに『ラウンジ』と『カフェ』の途中の部屋に『VRスタ
ジオ』が置かれています。最新の機材を配し、作成した映
像をリアルタイムで配信。今後はよりクリエイティブが高
まったコンテンツを提供できると思います｣（野長氏）
　カフェを抜けると「フューチャーラボ」が姿を現す。ここ
が「モノづくり」の現場だ。ファンミーティングなども行われ
るという。まさにグリーファンにとっての聖地である。イベ
ントの内容をSNS配信で拡散。新たな相乗効果の創出を
目指している。

案を固める。そして2018年2月から内装工事が始まった。
全体の工事スケジュールを12フェーズに分け、社内イベン
トと重ならないようにそれぞれをパズルのように組み合わ
せていく。居ながら行うという条件のため、平日夜間、土曜・
日曜日しか工事ができない。時間調整が困難ではあったが、
社内からのクレームもなく進行できたという。全社的なノー
トPCの利用、ペーパーレスの推進などが工事をスムーズ
にさせた要因だろうと語る。
｢そして何よりものポイントは全社員と丁寧なコミュニケー
ションをとったことだと思っています。また、プロジェクトメ
ンバーには内装会社を含めた定例会にも参加してもらいま
した。会議に臨む心構えは、『自分の考えを持つ。誰かに忖
度した発言をしない』。工事の最終段階に入るエントランス
の床材を決める際には、デザイン会社に相当数のサンプ
ルを持参いただいて最後まで議論を重ねました｣（熊澤氏）
　そうして2019年5月に工事が完了する。最初のヒアリン
グから実に2年を要していた。
　それでは同社の思いがたくさん詰まったオフィスを紹介
していこう。
｢一番大きく変わったのが12階の来客用フロアとなります。
12階はエントランスから外周をぐるりと半分くらいをオープ
ンエリアとしています。それぞれ『エントランス』『ラウンジ』
『カフェ』『フューチャーラボ』『セミナールーム』と名付けま
した｣（熊澤氏）
｢リニューアル前は白を基調とした広いエントランスでした
が、実は社内からの評価が低くて。今はもう、移転したて
の頃のグリーのフェーズとは異なる。見栄えはいいがグリー
らしさがないと。もっと素材感を大事にしたグリーのモノ
づくりが伝わるデザインにしたいとの要望があり、今回改
善しました｣（野長氏）
　エントランスの周囲には来客用応接。6～ 8席を中心に

カフェ

ラウンジ

エントランススタンディングスペース

フューチャーラボ

VRスタジオ

執務室内リラックス席

エントランスベンチ席
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オープンスペース内のブランコ席

きました。エントランスやビル全体の雰囲気、自然を感じ
させるつくりなど、考えていたイメージとぴったりでしたね｣
　そうして1フロア面積227坪、15階の眺望の良いフロア
を確保。条件を詰めて2017年9月に契約を締結する。

　入居時期を2018年3月に設定した。その間、6ヵ月。
コンセプト立案、社員アンケート、設計、工事、告知と移
転プロジェクトにおいてやるべきことは山ほどある。それ
によって本来の業務をおろそかにしてしまっては本末転倒
だ。そこで河瀬氏はプロジェクト全体のマネジメントをPM
会社に依頼をする。
　社内の移転プロジェクトメンバーは河瀬氏を含め3名で
行った。移転にあたっては全社員に要望シートを配布し、
多くの社員とのブレストも行った。もちろん全ての意見が
叶うわけではない。それでも集めたさまざまな意見を一
つひとつ精査していく。そうして詳細を決めていった。オ
フィスコンセプトも多くの意見を参考にしてまとめていく。
　最終的に決定したオフィスコンセプトは起業時の想いを
よみがえらせるものだった。
｢学生時代に光合成の勉強をしていまして。光合成は地球
上の生命の源になっているもので、人口的につくることは
現代技術をもってしても不可能といわれています。なかな
か実現できないようなものをつくりたい。そんな強い思い
から光合成の学名である『Photosynthesis』が社名のベー
スとなっています｣
　新オフィスでは原点に立ち戻り、オフィスコンセプトを
「光合成」とした。
｢『光合成を関連させるオフィスを構築する』という思いは
常に持っていたのですが、どうしても今までは広さを優先
していたため、コンセプトまで考える余裕はありませんで
した。ですから今回の移転は、当社のビジョンを初めてオ
フィスで表現できる絶好のタイミングだったのです｣

りに増えていく。世の中が革新的に変わるステージに移ろ
うとしていた。
｢当時、新事業のチームに配属されまして。ちょうどインター
ネット選挙がスタートした時でした。ソーシャルメディアを
使ったつながりは今後も成長し続ける。そう思いながら業
務を行っているうちに、『人と人』だけではなく、『人とモノ』、
『モノとモノ』といった『つながり』の概念が変わりつつあ
ることに気づきました。この面白い世界観をさらに専門的
に突き詰めたい。そうして起業したのです｣
　河瀬氏が「つなぐ」に選んだのは「物理的な 」。クラウ
ドと をつなぐことで、セキュリティ対策はもちろんのこと、
自動での勤怠管理、複数拠点での の一元管理、遠隔地
からの施錠や解錠、24時間体制などの充実したサポート
を可能とする。同社のオフィスセキュリティを格段と向上
させる製品は世界で初めて後付けができるスマートロック
を活用した入退室管理システムとして注目されている。

　創業は2014年9月のこと。マンションの一室からスター
トした。
｢五反田（品川区）に立地するマンションで、広さは10坪
程度でした。業務を続けていく中で、さすがにマンション
の一室では来客対応ができないこともありマンションから
の卒業を決めました。起業からわずか5ヵ月後、近隣のオ
フィスビルに移転を実施。面積も33坪に広げました｣
　それからわずか1年足らずで社員が倍以上に増える。「手
狭さの解消」を求めてオフィスの拡張を検討することになる。
｢その時はタイミングよく同じビルの中で66坪の空室を確
保することができました。その後も順調に業績がアップし、
社員も増えていきます。そこでちょうど隣のフロアに空室が
出たこともあって、合計100坪を借りることにしたのです｣
　以降も業務は順調に推移していく。再びスペース不足
の課題が表面化し、オフィス計画を検討することになる。
しかし今まで本社を置いていた五反田では思うような空室
の確保が難しく、エリアを広げて検討することになった。
｢東京の南側を中心に探しました。賃料や周辺環境、面積
などを総合的に比較して。少なくとも30棟は内見しましたね。
焦る気持ちもあったんですが、それよりも当社イメージに合
う物件をきちんと探したいという気持ちが強かったです｣
　そんな時、JR田町駅徒歩圏内で建築中のオフィスビル
情報を入手した。
｢低層フロアしかできていなかったのですが早速見学に行

　知らない人同士でも容易にコミュニケーションを取りあ
える。そんな時代の背景にはソーシャルメディアの拡がり
が欠かせないだろう。創業者である河瀬航大氏は、学生
時代からそんな「つながり」に強いビジネスの可能性を感
じていた。
｢大学卒業後はソーシャルメディアのマーケティング会社
に入社しました。企業側がソーシャルアカウントを立ち上
げてエンドユーザーとつながりあう。そんなマーケティン
グが主流になり始めていたころです｣
｢C to C｣だったソーシャルメディアが｢B to C｣というつなが エントランス
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　それでは光合成を具現
化した新オフィスを見て
いこう。
　オフィス全体を1枚の
葉っぱに見立てた特長的
なオフィスとなっている。
その第1のポイントは日
照量がテーマとなる。
｢光合成をキーワードに
するからには日照量が重要と考えました。社員にとっても、
自然の光を浴びることは健康に繋がります。ですからどの
時間帯でもたくさんの日光を浴びることができる物件を探
していました。この高層階、ワンフロアといった物件を見
たときに、このコンセプトが生かせることを確信しました｣
｢第2のポイントは細胞壁（セル）です。細胞壁とは葉っぱの
細胞膜の外側にある小部屋のようなもので細胞や組織を支
える働きをしています。新オフィスの会議室や個室は細胞壁
を意識しガラス面を多く取り入れた不規則な構造にしました｣
　そして第3のポイントが細胞内循環となる。
｢新オフィスを葉っぱに例えたとき、そこで働く人が水や養
分にあたると考えました。ですから一つのところに滞留す
るのではなく活発に人が循環できるような設計がベストだ
と思ったのです。旧オフィスは、個室や会議室を長方形に
つくっていました。機能的ではあったんですが、結果的に
動線が直線的で。日本特有のセクショナリズムを生みやす
い構造でした。広さこそ違いますが、執務室のほか、会
議室、開発ルーム、カフェとオフィス機能は新旧ともに一

緒となります。ただ、新オフィスでは『自然と交流が生ま
れる循環（動線）』にこだわりました｣
　応接エリアには5つの応接を配置した。それぞれ「Watt」
「Hertz」「Tesla」「Bit」「Newton」と電気系の単位として名
前が残っている科学者の名前を付けた。4人部屋、6人部
屋、8人部屋、12人部屋とサイズを変えているため、用
途に応じて使い分けられている。これら応接室の名前は社
内公募で決定したという。
｢その他、通路の位置、開発室の排煙機能、ホワイトボー
ドの増加、リフレッシュスペースの充実、スタンディング
デスクの新設、応接ガラスに不透明シートの採用など、数
多くの社員の意見を採用しています｣
　Akerunを解錠し、オープンスペースから執務エリアに
入ると、エリア内は部署を問わず全て固定席となっている。
｢窓際に『壁スペース』と呼んでいるエリアがあり、そこで
は社内会議が頻繁に行われています。その他、個人での
集中スペースも配していますので、業務の用途に応じて
席を変えて仕事をしています。きっちりと数値に落とし込
んでいるわけではありませんが、コミュニケーションや笑
顔、会話は確実に増えていますね｣
　実は、当初は部署ごとに意向が全く違っていたという。
｢開発系はより集中できるように他の部署と遮断してほしい
という意見もありました。しかし部署ごとに最適化するの
ではなく、『全体最適』としての考えを優先させました。部
署ごとに文化が変わってしまうことで会社がバラバラに
なってしまう。事業に弊害を生じさせる原因をつくりたく
なかったのです｣

執務エリア全景

応接室の不透明シート

リフレッシュスペース全景

応接エリア 通路応接室

執務エリア内壁スペース

を無くすクラウド業者として、可能な限りモノをクラウド化させた
ワークスタイルを実現させる。 、書類、書籍、キャッシュ、卓上
カレンダー、卓上時計などは、机の上に一切置くのを禁止とする。

急成長ベンチャー企業として、急な人員増員や環境変化に耐えうる
オフィス環境を整えておく。いつでも席替えやレイアウト変更がで
きる状態にしておく。空間が属人化すると仕事も属人化し、身動き
がとりにくくなるためフレキシブルに対応できるように準備しておく。

モノづくりの企業として、5S（整理、整頓、清掃、清潔、しつけ）
を徹底し、「守ることを決めて、決めたことを守る風土」をつくる。
それが品質・安全・顧客サービスを向上させるために不可欠な
人づくりの基礎となる。

｢整理整頓や余計なモノを置かない、といった以外に、ブ
ラインドの閉め方も徹底しています。せっかく景観のいい
オフィスに入居したのですからスラットの凸凹面の向きを
考えて景色が見えるように調整をするように指示を出して
います。細かくルールを決めた背景には、会社のマイン
ドとして必要なことだったからです。オフィスルールを徹
底することによって会社の文化を築きあげていくことを意
識しています。新オフィスでようやく自分たちのビジョンを
具現化させることができました。今後はフォトシンスマイ
ンドによって、人づくりができる空間を目指します｣
　これらのオフィス運用ルールは、オフィス選定委員会と
河瀬氏が一緒になってつくりあげた。今後の運用やルー
ルを守るための指導は、人事総務や各部署長に任せてい
くという。
｢僕らはセキュリティやモノづくりを行っている会社ですか
ら、たとえ厳しいルールでも厳守しなければなりません。
この運用マニュアルは企業ビジョンと同様に新入社員研究
の資料として使用しています。そうして浸透させることが
会社を理解してもらう第一歩だと考えているからです｣

｢移転後は、セミナーやオフィス見学に来られるお客様が
増えました。そのため営業効率がとても向上しています。
このオフィスが完全に一つの営業ツールになっています
ね。また、以前と比べて採用率も上がっています。色々
な分野や経験をお持ちの方に入社いただくことで、今ま
でと違う企業価値をさらに生み出すことが可能となるで
しょう｣

　オフィスに関しては、厳しい運用ルールを用意した。実
行まで1年かかったという。
｢当社で大事にしている企業マインドを細かくオフィスに適
用したものです｣

葉っぱに見立てたオフィス

20



｢自社ビル売却時の相談にも快く対応していただいたこと
もあり、とても信頼していました。そこで、すぐに担当者
に来ていただいたのです。現状分析を行った結果、最低
でも600坪は必要だとわかりました。それが2015年3月の
ことです｣（豊田氏）

｢そうして旧本社からさほど離れていない千代田区秋葉原
駅近くのオフィスビルに集約移転を行いました。1フロア
面積200坪×3フロア。フロアごとに機能を分けられるの
も魅力でした。移ってきた当時は十分な広さだったのです
が、業容拡大による増員計画の上方修正により、再び手
狭になってしまったのです｣（植草氏）
　そうして手狭感の解消を最大の理由としてオフィス計画
が始まる。
｢オフィス計画がスタートしたのは2018年3月のことです。
今回は、入居時期、面積と当社の条件に合致したオフィ
スビルの選択肢が少ないこともあり、本社近くに増床ス
ペースを求めることにしました。それから当社イメージに
ふさわしいオフィスビルの情報を収集。その中から候補を
絞り込み、実際に見学。本社との距離、周辺環境、ビル
スペック、賃料水準、外観イメージ、天井高などを比較し
て絞り込んでいきました。同年10月に移転先を決定させ
たのです｣（豊田氏）
｢新オフィスには電子出版事業部と大田区大森を拠点とし
ていた子会社が移ることが決まっていました。そこで少し
でも時間を効率的に使うために、新オフィスの図面を見な
がら部署ごとのインフラ周りの設計に取り掛かったのです｣
（綱島氏）
　豊田氏が計画立案部分をある程度固めてから、コーポ
レート本部のメンバーが正式にプロジェクトチームとして
細かい部分を進めていく。日々の進行管理は植草氏が行
い、IT全般と電話回線といったシステム関連は綱島氏が
担当、ACCESS側のプロジェクトマネジメントを本田氏が
受け持った。プロジェクトを遂行するにあたり全体のマネ
ジメントを三幸エステートPMチームに依頼をした。
｢同時期に株主総会の準備が重なっていたこともあって、
私たちだけでオフィスプロジェクトを完結させるのは無理
があります。三幸エステートさんにはプロジェクト全体の
マネジメントをしていただきました｣（植草氏）

　1984年2月に有限会社アクセスとして誕生。設立時から
「すべてのモノをネットにつなぐ」を企業ビジョンとして業
務を成長させてきた。1996年11月に株式会社アクセスに
組織変更。携帯電話向けコンパクトHTMLブラウザを開発
する。2000年4月に株式会社ACCESSに商号を変更。
2001年2月に東証マザーズに上場する。その後、ドイツ、
中国、米国、韓国など、海外に拠点を設立。今では「IoT事業」
「電子出版事業」「ネットワークソフトウェア事業」を3本の
柱に、「つなぐ」をキーワードにした最先端技術の開発をグ
ローバル展開している。
　特にIoT事業の分野では、世界で初めて携帯電話をイ
ンターネットにつないだ組み込み技術と卓越したノウハウ
を持つ。同社の「つなぐ技術」を搭載した機器の累計数は
実に15億台を突破した。
｢IoTの搭載技術というものは、時代のユーザーニーズに
よって変わってきます。新たな価値を見つけながらチャレ
ンジしていく、という当社の姿勢は永続的に変わらないで
しょう。リアルの世界のあらゆるコト、モノ、サービスがイ
ンターネットにつながる。それによって未来の社会環境や
生活、ビジネスのあり方を提案していきます｣（豊田氏）

　現在、千代田区秋葉原駅近くに立地する大規模ビルに
本社機能を置く。以前は水道橋（千代田区猿楽町）と幕張
（干葉市美浜区）に分散していた。
｢水道橋に立地するオフィスビルに本社機能を設けていま
した。1フロア面積は約275坪。駅からすぐ近くの交通ア
クセスの良好な物件でした。そして主に開発部門を集約し
た拠点は幕張に。11階建ての自社ビルです。運用してい
く中で、本社との距離、アクセス、コミュニケーションロス、
自社ビル所有による管理コスト、従業員の通勤時間等の
デメリットに伴う問題が表面化し、最終的に2拠点を統合
することになったのです｣（豊田氏）
　しかし275坪のオフィスの中に、幕張拠点の全従業員を
統合するのは物理的に無理があった。そこで以前から、
周辺相場やオフィスのあり方を相談していた三幸エステー
トに声をかける。

通路側オープンスペース
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｢しかしオフィスへの要望は部署や業務内容によって考え方
がさまざまです。我々の立場からするとコミュニケーション
を意識した機能を取り入れようとするのですが、エンジニ
アにはその必要性を感じていない方もいました｣（豊田氏）
　集めた意見をカテゴリーごとにまとめる。そして一つひ
とつを精査していく。
｢秋葉原本社では会議室が少ないという課題があがってい
ました。さらにヒアリングを進めていく中で、大きな会議
室は必要ないことがわかり、広さではなく数を重視したレ
イアウト案を作成していただいたのです。加えてクローズ
の会議室以外に、たくさんのオープンミーティングスペー
スを配置するようにしました｣（綱島氏）

　そうしてJR神田駅から徒歩3分圏内にある大規模オフィ
スビルに新オフィスが誕生した。1フロア面積200坪に電
子出版事業部と子会社を中心とした約100名が入居する。
フロア形状はL字型。使いやすさを考えて縦のラインを執
務エリア、横のラインを応接エリアとした。
　新オフィスは落ち着いたデザインのエントランスから始
まる。外部の来客数もさほど多くないため、コンパクトな
スペースとなっている。
　それでは新オフィス内部を順に紹介していこう。
　エントランスを抜けるとクローズのミーティングルーム
が４室。全て植物の名前でネーミングされている。
｢それぞれ社内公募でPlum（梅）、Orchid（蘭）、Mum（菊）、
Bamboo（竹）と名付けられました。麻雀の花牌ですね。
あとで気づきました｣（本田氏）
　Bambooは最大20席を並べることができ、今後はすぐ
に集まれる社内勉強会の場としての使用も検討していると
語る。

｢会議室は7割以上の稼働率です。使用状況はGoogleカ
レンダー上で『見える化』しています。全社員が使用状況
をPC上で確認でき、PC上で予約を行えるシステムになっ
ています｣（綱島氏）
　廊下のスペースにはソファ席とファミレス風席の2つの
オープンスペースを配した。秋葉原本社同様に予約なし
で使える人気のスペースで、社員からの要望でつくられた。
　執務室内は固定席が広がる。各席のパーテーションの
高さは少し高めに。目線が合わないように設計された。
｢ここで働く多くの方は電子出版事業部のエンジニアとなり
ます。エンジニアにとってそのほうが集中できるとの要望
をいただき実現しました｣（綱島氏）
　同オフィスの特長は、執務室を取り囲むようにオープン
ミーティングスペースが配置されているレイアウトにある。
｢センターの壁側には、休養室と１on１用の個室を2室
設けました。１on１に関しては使用していないときは集
中ブースとして活用しています｣（植草氏）
　そして執務エリアの窓側がリフレッシュエリアとなる。仮眠、
ミーティング、気分転換とさまざまな使い方を提唱している。
｢当初のデザイン案では、このエリアはもう少し広く設計し
ていました。しかしそれよりも個人の執務デスクをゆった
りさせたほうが、生産性が上がるとの判断で今のレイアウ
トに変更したのです｣（豊田氏）
　コーヒーカウンターの周囲には備品置き場、ゴミステー
ション、スタンディングデスクを配置し、オフィス内の人々
が自然に集まれるスペースを構築している。
｢同オフィスでは、個人用のゴミ箱を一切置かず比較的に
大きなゴミステーションを造作で用意しました。目的は無
駄な書類のゴミを無くすこと、動線計画によって社員同士
の交流を生み出すことです。マグネット効果として有効だ
ということがわかりましたので、同サイズのゴミ箱を逆サ
イドのスペースに配置することを検討しています｣（植草氏）

　新オフィスを開設して約4ヵ月が経過した。従業員のモ
チベーションもかなり上がったことを実感している。しかし
開設後に見えてきた課題もいくつかあるという。
｢神田オフィスには秋葉原本社と違ってコーポレート本部
の人員を常駐させていません。ですから何かアクシデント
があったときに業務がストップしないようにオフィス運用を
考えていかなければと思っています｣（本田氏）
｢新オフィス開設前に特設サイトを立ち上げて『新オフィス
のQ＆A』を載せています。今でも問い合わせの多くは、
そこを見ればすぐに解決できるものが少なくありません。
ですからサイトの存在をもっと広めていく必要があると
思っています。サイト自体も常に見直して更新していきた
いと思います｣（綱島氏）
｢今後、不安があるとしたらBCP（事業継続計画）の観点で、
大きな災害が起こったときですね。誰が的確に指示を出し
て避難行動をさせるのか、本社との連絡はどのように行う
のか。BCPマニュアルはありますが、訓練・教育を通して
浸透を図るほか、適宜最新版に見直していく必要がありま
す｣（豊田氏）
　将来的には適度に社員アンケートなども実施して、社員
の新たな要望を拾っていく計画だ。はたしてどのような要
望がでてくるか、楽しみだという。

｢4月には新たに24人の入社が決まっていましたが、幸い
なことに外部研修などで新オフィスでの業務は６月から。と
はいえ工事期間は実質1ヵ月たらずしかありません。かなり
厳しいミッションが自分たちに課せられました｣（本田氏）
｢工事期間を考えると、早急にオフィスデザインを確定さ
せておかなければならなかったのです。三幸エステートさ
んは各社に要望を伝えるだけではなく、提案をしながら調
整をするやり方でしたので難易度の高い要求であってもバ
ランスよく折衝ができたのだと思います｣（本田氏）

　内装デザインにあたっては数社コンペを行うこととなっ
た。コンペ参加各社に提案してもらうにあたり、移転コン
セプトを「『快適性』と『集中力』を高める空間で、生産性向
上を実現する」とした。オフィスを快適にすることで社員一
人ひとりのモチベーションを高め、集中力を高める作業ス
ペースやリラックスできるリフレッシュスペースを新設する。
それによってオンオフの切り替えを容易にして業務効率、
生産性向上に繋がるオフィスを実現させるというものだ。
　最終的に提案書やデザイン案は、ここに移ってくる電子
出版事業部のメンバーにも見てもらい、多岐にわたる意
見を集めたという。そうしてデザイン会社が確定し、正式
にオフィスプロジェクトがスタートする。
｢最初に現場の声をできるだけ拾い集めるために、全部署
へのアンケートやヒアリングを実施しました｣（植草氏）

執務室側 オープンミーティングスペース執務室全景

クローズのミーティングルーム

執務室内リフレッシュエリア

コーヒーカウンター

1on1用の個室

通路側ファミレス風席
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ことが明確になったこともあり、2018年6月から移転を検
討しはじめた。
　旧本社が置かれていた水道橋エリアにこだわらず、駅
からの距離や予算といった条件で池袋エリアや品川エリア
まで範囲を拡げて物件を探す。しかし賃貸需要の強い昨
今、同社の希望する時期に100～ 120坪の空室を確保で
きる物件はなかなか見つからなかった。
｢実はこのビルも、2018年10月に一度候補としていたの
ですが、その時点では先約があり半ばあきらめていました。
その後、先約の会社は条件が折り合わなかったのかキャ
ンセルに。思いがけず当社にチャンスが巡ってきたので
す」（吉田氏）
　最終的に決定した移転先は、面積117坪、駅近、予算
内の賃料と、当初の希望条件通りのオフィスビルとなった。
｢東京メトロ半蔵門駅から徒歩3分と立地も申し分なく、従
業員の通勤経路にも大きな影響はありません。今回の本
社移転は、会社としてタスクフォース的に取り組みたいと
考えていましたので、移転先決定と同時に社内にPJチー
ムを立ち上げることにしました」（吉田氏）
　同社内の各部門のうち、特に人数比率の大きいセール
ス(営業)とカスタマーサクセスから各1名選出してPJチー
ムを組むことにしたという。

　PJメンバーに選出されたのは、同社カスタマーサクセ
ス オンボーディングチームの小林純子氏と、同社フィー
ルドセールスの田中大貴氏。両氏は、それぞれの部門を
代表して部門内の意見をヒアリングし、要望をとりまとめ
てオフィスのコンセプトを策定することになった。
｢オフィス移転を任されるという初めての経験の中で、ま
ず従業員へのヒアリングを実施しました。最初は『室内に
置き菓子が欲しい』『誰かが食事をしていると匂いが気に
なる』というふうに、レイアウト検討とは直接関係ないよう
な要望が多かったですね」（田中大貴氏）
｢女性従業員からはトイレに対する要望が真っ先に出てき
ました。当社は6：4の比率で女性従業員のほうが多いの
ですが、旧オフィスでは女性トイレの個室が1室しかあり
ませんでしたから」（小林純子氏）
　同社ではメンター制度や1on1制度を採用しており、こ
れらの制度の運用やSONAR導入企業向けの研修会・ユー
ザー会などを頻繁に開催。さらにユーザーとのオンライン
会議も数多く実施するなど、オフィスでは多様なアクティ

ジーで企業の採用力向上を支援するHRtech企業である。
｢当社の採用管理システム『SONAR（ソナー）』は、新卒・
中途採用などのあらゆる採用ニーズに対応し、統合的に
応募者管理ができるクラウドシステムです。各就職ナビや
イベント、人材紹介会社など、全ての応募経路からのデー
タを一元管理し、応募者への連絡や状況の分析、応募者
への効果的な動機形成を図ることが可能です。企業の採
用活動を成功に導く、まったく新しいシステムであると自
負しております」（吉田 崇氏）
　SONARの3つの特長は「見える化」「自動化」「安価」。導
入した企業は採用状況を関係者間でリアルタイムに共有
し、素早いアクションの実行が可能だ。これらのメリット
を容易に使用できるのが強みとなる。
｢このSONARと完全連携した『適性検査Compass（コンパ
ス）』は、企業の採用担当者が本当に知りたい項目による
評価を実現するために新たに企画考案された適性検査で
す。Web受検とペーパー受検のどちらにも対応しており、
早期のネガティブチェック（抑うつ・ストレス耐性確認）や、
自社独自の人物モデル（採用基準）の作成など、採用領域
で幅広い活用も可能です」（吉田氏）
　その他、インターネット上の行動履歴や検索履歴などの
オーディエンスデータを活用した採用ターゲティング広告
サービス「Sniping（スナイピング）」や採用プロセス全体を
俯瞰し、採用したいターゲット層を獲得するための各種ク
リエイティブツールを企画・制作する「CREATIVE（クリエ
イティブ）」を主要サービスとしている。
｢当社はクラウドやAIなどの最先端の技術を活用して採用
や評価などの人事関連業務を行う『HRtech』サービスを提
供しています。採用担当者の皆様が自社の採用ゴールを
達成できるよう、テクノロジーと採用ノウハウを組み合わ
せて支援しています」（吉田氏）

　2013年5月の設立以来、同社は赤坂見附、神谷町、虎
ノ門と3つのオフィスを経て、水道橋駅から徒歩5分ほど
のビルに本社を構えていた。しかし事業の拡大に伴い従
業員数が大幅に増加。移転直前には約50坪のフロアに
45名もの人数が使用するようになっていたという。
　手狭なスペースに加え、2つしかない会議室は常に予
約が一杯。社員同士で取り合いになっていた。そこで、
次年度の採用計画が固まり、確実にキャパオーバーとなる

　慢性的な人手不足が続く中、企業は求人に対する応募
数減少と入社後のミスマッチに悩み、かつてない採用難
時代となった。一部の企業は例外として、中小企業は常に
採用の問題を抱えているといっていい。イグナイトアイ株
式会社は、採用計画から入社までの採用フローの中で「集
める」「伝える」「判断する」、そして全体を「マネジメントす
る」という各ポイントを抑えたサービスを提供し、テクノロ
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ビティが発生していた。このため、「固定席＋会議室」のよ
うな従来型のオフィスレイアウトでは各アクティビティを柔
軟に吸収しきれなくなってきていたという。
｢旧本社オフィスでは、デスクを島型に配置してセールス、
カスタマーサクセス、バックオフィスなどと部署ごとに分
けていました。新本社ではこれを改め、部署ごとではなく、
業務ごとにエリアを分けることにしました」（田中氏）
　すなわち、近年注目を集めているABWのワークプレイ
スを採用した。偶然ながら、当時ちょうど吉田氏はABW
について書かれた記事を読んでおり、「これだ」とインスピ
レーションを感じていたという。
｢企業が成長していけば従業員も増えますし、組織も変わ
ります。そうなると変化に応じてオフィスも変えていくこと
になるわけですから、自由度のあるオフィスが理想だと考
えたのです」（吉田氏）
　吉田氏はPJメンバーとともに実際にオフィス家具メー
カーなどの先進的なライブオフィスに足を運ぶ。数社の先
進的なオフィス見学も行った。そこで見た光景は衝撃的で
あった。
｢自分で考えていた以上に、いろいろなオフィスがあること
を知りました。それと、トップが上から号令をかけるので
はなく、現場の社員が同じベクトルで問題解決に取り組ん
でいる姿勢。それを見てオフィスづくりのあり方を気づか
されたのです」（吉田氏）
　PJメンバーがそれぞれの部門から吸い上げてくる要望
は実にさまざまだった。例えば、「オフィス内に足湯を作っ
てはどうか」という要望などもあった。たしかに、アイデア
としては面白いかもしれないが、果たしてオフィスに本当
に必要なのか。
｢これは、見学に行った先の会社で耳にした言葉なのです
が、『オフィスは、家じゃない』と。その一言にとても納得

電話ブース

したことを覚えています」（吉田氏）
　その後、社内でオフィスづくりの意見や要望をまとめる一
方で、デザイン会社5社を対象にデザインコンペを実施した。
｢デザインコンペを通じて、本当にいろいろな提案をいた
だきました。手がけるデザイン会社によってオフィスのレ
イアウトが全然違ってくるというのは新鮮な驚きでした」
（小林氏）

　デザインコンペの結果、初めてお付き合いするデザイ
ン会社に決定した。
｢こちらの要望に対して非常に柔軟な対応をしてくれるの
が魅力でした。それに加えて、机や椅子などの造作も得
意としていることも決め手になりました｣（吉田氏）
　同社の移転計画は、ミッションや経営課題と照らし合わ
せた現オフィスの課題に対するヒアリングから始まった。
そして、ヒアリング後にレイアウト案およびデザインコンセ
プトとして「ナチュラル＆インダストリアル」が提案された。
　それから内装工事に取りかかる。2019年6月のことだっ
た。プロジェクト発足時から、同社のバリューの一つであ
る「見える化」の方針のもとに毎月1回の全社ミーティング
の場でPJメンバーからのPJの進捗状況・オフィスのデザ
イン・スケジュール等を共有していった。
｢完成した新本社オフィスは、まさにコンセプトを具現化し
たデザインになりました。『ナチュラル』は自然を活かした
木製の家具や植栽、『インダストリアル』は人工的で無機質
な壁の雰囲気などで表現されている。ビルオーナー様や
関係者の方々もご覧になって『こんなふうにつくることがで
きるのか！』と大変驚かれていました」（吉田氏）

　新本社オフィスは大きく分けて、セキュリティエリアであ
る執務スペースと、外来者も出入りする会議室スペースで
構成している。会議室は全部で4室あり、それぞれ同社の
コーポレートカラーである「赤」をテーマにRed、Rose、
Cherry、Rubyとネーミングをした。さらに、同社の主力サー
ビスであるSONAR導入企業向けの研修会やユーザー会な
どが開催されるセミナールームはGradationと命名している。
｢執務スペースはアクティビティごとに、『高集中エリア』『コ
ミュニケーションエリア』『1on1ブース』『電話ブース』など
に分かれています。例えば、デスクワークがしたければ『高
集中エリア』、グループミーティングなら『コミュニケーショ
ンエリア』というふうに、用途に応じて使い分けることで作
業効率を高め、生産性の高い仕事をすることが可能となっ
ています」（小林氏）
　全部で16席ある「高集中エリア」は周囲を衝立で仕切り、
飲食と電話は禁止で、背後に人が立てないレイアウトに
なっている。「コミュニケーションエリア」には複合機やファ
ミレスシートが置かれ、部署の違うメンバーとも交流でき
る場所となっている。
｢『コミュニケーションエリア』は全従業員が一堂に会する広
さがあり、月に一度の全社会議もここで行います」（田中氏）

「1on1ブース」は4室用意。個人面談やオンライン商談な
どに使用し、外に声が漏れない密閉空間になっている。
｢当然、空調や照明などは実際に入居してから気づいた部
分もありますので、細かい運用ルールは今まさに作成中
です。イントラネット上で閲覧できるようにして、追加や
修正があれば随時更新していきます」（小林氏）
　業務で使用するノートPCや私物は、全て個人のロッカー
に収納し、退社時にはデスクの上に物を置かない。同社
ではもともとペーパーレス文化が浸透しており、袖机もな
く、かさばる紙資料の束などは持たない。そんな企業文
化だったからこそ、比較的スムーズに移行できたと語る。
　今後のオフィス運営であるが、全従業員での交代制を
予定しているという。
｢従業員が持ち回りでルールキーパーを務めることで、運
用ルールの徹底と浸透を図っていきます。そうすることで
従業員各自が自分たちのオフィスに愛着を持つと考えたの
です。今は移転直後のため、私たちが交替でルールキー
パーをしていますが、8月下旬をメドにPJを解散し、従業
員全員で当番制にする予定です」（田中氏）
｢従業員からの意見は投書箱を設置して随時受け付けてい
ます｣（小林氏）
｢また当社では毎月、従業員へアンケートを行っています。
質問項目はただ一つ『現在の職場を知り合いなど誰かにど
れくらいお勧めしたいか？』というもの。今回の新オフィス
が自社の採用活動にも良い影響があればと、今から楽し
みです」（吉田氏）

エントランス ソロワークスペース

1on1ブース

セミナールーム

ソロスペース

会議室

コミュニケーションエリア

コミュニケーションエリア
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望も。まさに人が増えたことによる弊害がありました｣（辻氏）
　業務上、ヤフー本社のある紀尾井町と御茶ノ水を何度も
行き来する社員も多く、無駄な移動時間が生じていた。こ
うしてさまざまな課題が浮上してくる中、2018年6月、つ
いに高橋氏は取締役就任当初から考えていたオフィス移転
を決意する。紀尾井町の近辺で600坪を確保できるオフィ
スビルを探し始めた。

　オフィスの契約更新のタイミング、決算時期などを考慮
し、９月までに移転先を決めて２月に引っ越しを完了させ
るというスケジュールを組んだ。いくつかのオフィスビルを
内見し比較していく。そうして半蔵門にほぼ条件通りのオ
フィスビルを見つける。1フロア400坪の新築の大規模オ
フィスビル。当初希望していた1フロアではなかったが2フ
ロア合計で655坪の面積を確保した。周辺の景観もよく、
自然が豊かなエリアである。
｢移動効率の良さを最重視しました。取引先である出版社
が集中している神保町とヤフー本社のある紀尾井町のほぼ
真ん中に位置しています｣（高橋氏）
｢本当は1フロアで完結させたかったですね。しかし連続階
ですしコミュニケーションエリアと分かれていたほうがオン
とオフが切り替えられるので結果的にはよかったのかもし
れません｣（辻氏）
　社内でコーポレート部門を中心に少数精鋭の移転プロ
ジェクトチームを立ち上げる。社員の要望を聞きながら大
まかなレイアウトの要望をオフィスデザイン会社に出して
いく。
｢当社から必須のオーダーとして提出したのはフリーアドレ
スとクイックにミーティングができるスポットを散りばめるこ
とでした。いたるところにミーティングスポットをつくりまし
たね。部署の垣根を超えて気づいたことをその場で議論で
きる。そんな効果に期待しています。エンターテインメン
トを扱っている会社ですので、閉じこもって仕事をするより
はそういった和気あいあいとしたオープン形式のほうがい
いかなと思っています」（高橋氏）
　新オフィスで初めて採用したフリーアドレス。デスクの
配置にもこだわりを見せた。
｢社員の動線を意識してジグザグに配置しました。それだ
けでも雰囲気は大きく変わりますね。今までのオフィスと
イメージを変えるためにオフィス内の色調もできるだけ
ポップに整えました｣（辻氏）

ンライン販売サービス「bookfan」の2つのサービスを運営
している。
　サービスを始めた当時はブロードバンドの黎明期であ
り、電子書籍1冊をダウンロードするのに一晩の時間を要
する時代だった。10年くらいは苦しい時代が続いたという。
その苦しい時代を支えてくれたのは現日本漫画家協会会長
でもあるちばてつや先生や松本零士先生、手塚プロダク
ションの方々だった。そうした方たちの協力もあり、作家
が持っていた電子化に対するイメージも改善。それ以降
iPhone、iPadの普及に伴い電子書籍は急速に世の中に広
まった。
｢昨今は電子書籍ビジネスも乱立しています。他社との差
別化を図るにあたり、2016年、ヤフー株式会社と資本業
務契約を締結しました。今後はマーケティング力の拡張や
ユーザーデータベースの共有といったメリットを生かしてさ
らなる顧客へのサービスを向上させていきます。そうして
中期ビジョンを『電子コミック取扱高ナンバーワンを目指
す』と掲げました｣（高橋将峰氏）
｢ヤフー社との提携を生かして新規の顧客獲得も視野に入
れています。例えばヤフーショッピングでオートバイのヘル
メットを購入した方にモータースポーツ関連のマンガや雑
誌を提案する。そんな個々のユーザーさんへのレコメンド
サービスも今後検討していきたいと思っています｣（辻靖氏）

　水道橋にあったオフィスを事業規模の拡大に伴って御茶
ノ水へ、そして現在の半蔵門へと移転した。御茶ノ水の旧
オフィスにはいくつかの課題があったという。
｢最終的にはオフィスビルの2階、4階、7階と多層フロアに
入居していました。そのためメンバー間のコミュニケーショ
ンがとりにくい環境で。本当は、ヤフー社からの出向社員
と当社のプロパー社員が密に連携しなくてはいけないので
すが、フロアが分かれることでだんだんコミュニケーション
も遠ざかってしまって。さすがに業務提携をして２年経っ
ても会話が進まない状態はまずいと。大きな課題として受
け止めていました｣（高橋氏）
｢本来はエンジニアとマーケティングのような他部署同士が
気軽にディスカッションをしている姿が望ましいのですが、ど
うしても部署中心の打ち合わせが多くなっている。ですから
できるだけ会議室を予約することなくその場で解決できるス
タイルに変えたかったのです。そのほか食事をとる場所が
確保されていない、トイレの個数が少ないなどの細かい要

　大量の紙資源を消費する日本は、世界で有数の木材輸
入量の多い国といわれている。しかし日本の文化の一つで
ある読書を無くすわけにもいかない。そんな思いもあり、
株式会社イーブックイニシアティブジャパンは、創業時か
ら「SAVE TREES！」を訴えて紙を使わない電子書籍での読
書を提案してきた。
　設立後、講談社、小学館などの大手出版社とライセンス
契約を締結し電子書籍の配信を開始。現在は「日本の豊か
な出版文化で世界中を幸せにする」をミッションとし、国内
最大級の電子書籍販売サービス「ebookjapan」と紙書籍オ

フリースペース全景
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ブはあるベストセラーマンガのサイズ、厚さを模ったとい
うほどの徹底したこだわりぶりだ。
｢マンガの原稿用紙って基本的には白色の背景が多いです
よね。ですから会議室の壁の色も白にしました。ここから
僕らの物語（ビジネス）が始まるというイメージを伝えるこ
とが出来ればと思っています」（辻氏）
　さらに進むとフリースペースエリアが広がる。そこはラン
チ、ミーティング、100人以上を集めた全社朝礼、新卒採
用の説明会など幅広い用途で使われる。入口近くには4面
で囲われた大型の本棚を設置。同社とゆかりのある作家の
サイン色紙、形状がユニークなオブジェ、まだ電子化され
ていないマンガなどが置かれている。フリースペース内の
景観の良い窓際には、靴を脱いでゆっくりとくつろぐことが
できるスペースも新設した。そのほかカウンター席やソファ
席も配した。将来的な採用、特にバリアフリーを意識して
段差、境目があまりない人にやさしい設計となっている。
　そして4階フロアが執務室エリアとなる。
｢４階の執務スペースも、一部の固定エリアを除きフリー
アドレスとなっています。自分のいる場所を共有するため
の目印として配色されたカラフルな柱には『J』『M』というよ
うにアルファベットを表記しました。ランダムに見えるアル
ファベットは、実は国内で販売されている主要マンガ雑誌
の頭文字となっています｣（辻氏）
　固定席は30席ほど。出版社から預かったデータを電子化
する作業を行う部門や、大きなデータベースを扱うエンジ
ニアなどが使用している。また顧客の個人情報を扱う業務
は、ほかの社員が入室できない厳重なセキュリティ対策が
施された部屋で行われている。
｢フリーアドレスにしたことで仕事終わりには社員一人に１
つずつ割り当てられたロッカーに個々の資料を入れて帰る
というルールができました。当初は不満の声もあったもの
の、データ化やペーパーレス化を進めていたことも手伝い、

　マンガをイメージさせるオフィス、それが今回のコンセプ
トだった。
｢マンガやエンターテインメントを扱っている会社ですの
で、『楽しさ』や『遊び心』、『マンガへのリスペクト』といった
気持ちを絶対に具現化したかったのです。担当したデザイ
ン会社さんの中にマンガがとても好きな方がいらして、斬
新で面白い案をたくさんご提案いただきました」（高橋氏）
　それでは具体的にオフィスを見ていこう。あらゆるところ
にマンガをイメージさせたデザインが散りばめられている。
　3階のエントランスを入ると、真ん中にebookjapanのロ
ゴを配した大きな白い壁がある。よく見ると、めくられた
本の表紙を連想させるように壁の端が少しだけカーブして
いる。そのまま中に入ると来客用の会議室エリアとなる。
来客用会議室にも、マンガを中心に扱う会社ならではのこ
だわりが随所に見られる。
｢8つの会議室の名前はマンガや出版に関する専門用語に
なっています。最初の部屋は『MONOLOGUE（モノローグ）』
で始まり、『TONE（トーン）』『BETAFLASH（ベタフラッシュ）』
『KOURYOU（校了）』『KAKEAMI（カケアミ）』『MADO（マド）』
『NAME（ネーム）』『JUHAN（重版）』と続きます。ちなみに
役員会議では『校了』を使用することが多いですね。この
部屋で最終決定したものがこれから世の中に出ていくとい
うイメージです｣（高橋氏）
　全ての会議室の窓枠はマンガのコマ割りの形に。それ
によって会議中の人がマンガの登場人物のように見えるよ
うになっている。また、窓枠やふきだしの形は実際のマン
ガの有名シーンを使っているという。
　さらに使用中の会議室のブラインドを下すと、会議室名
の横に「執筆中」の文字が重なるようになっている。ドアノ

会議室

エントランス

カウンター席

ソファ席 本棚

マンガのコマ割りを模した窓枠

執務室全景

今では問題なく運営しています。また、社員の動線を考え
てロッカーはできるだけ真ん中の入口に集中させました。
それによって朝夕はロッカー付近が会話の生まれる場所に
なったのです」（高橋氏）

　移転プロジェクトを立ち上げたメンバーがその後のオ
フィスもメンテナンスしていく。今後、社員の細かい要望
にもできる範囲で応えていく予定だという。
｢フリーアドレスといっても必ず違う場所に座らなくてはならな
いというルールはありません。本当に自分が仕事のやりやす
い場所に座って仕事をしてもらえればと思っています」（辻氏）
「業務に合った場所とか時間の使い方、働き方に対して各
自が考えて仕事をするようになりました。3階のフリース
ペースで仕事をするデザイナーは、以前はデスクトップの
PCだけが自分の持ち場でしたが、今は業務内容を考えな
がら場所を選んでメリハリをつけています」（高橋氏）
　誰かからの指示ではなく自分自身でクリエイティブな時
間をつくれるようになった。結果として、そこから新しい発
見が生まれることが多くなっているという。
　さらにオフィスが変わったことで採用面にも効果が現れ
ていると語る。
｢新オフィスになってから採用者の内定後の辞退率が激減し
ていますね。当社は特許や資産があるわけでもなく、基本
的には人材がベースの会社です。ですからいい人材の入社
はとても重要なことなのです。オフィスを訪問した学生から
はここで働く社員が楽しそうだから一緒に働きたくなったと
いう声も聞きます。考えていなかった移転効果ですね。今
後も、想定していなかった何らかの効果があるかもしれま
せん。その部分に大いに期待をしたいと思います」（高橋氏）
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青栁 克紀

　そうして新潟県三条市の「Headquarters」、新潟県見附
市の「Operation Core HQ2」に続く、同社の3番目の拠点と
して「Tokyo HQ3」が誕生した。営団地下鉄明治神宮前駅
から徒歩5分、明治通沿いに位置する地上23階建大規模
ビルの最上階、使用面積は約200坪、天井高3mの開放感
溢れる執務空間。加えて東西二面採光の明るいオフィスだ。
　同社の世界観を感じてもらうためにショールームをつく
ることは決定事項だった。他にも今後の採用を考えて広い
面積を確保したい。そんな理由で当初から200坪前後の
面積を望んでいたという。そこでビルの竣工前ではあった
が条件の確認を行い、早々に賃貸借契約を締結させる。
以降、2018年1月の入居を目指して内装工事が進められた。

｢スノーピークの製品は高い機能性と美しさを追求してお
り、オフィスのデザインについても同様の思想を重視して
います。｣
　東京オフィスのレイアウトやコンセプト作成は同社副社
長でデザイナーでもある山井梨沙氏が中心となった。
｢このビルの一番の特長は高層ビルの最上階でありながら
大きなテラスを使えることでした。このテラスからは明治
神宮の森が一望でき、三条本社同様に自然との一体感を
感じられます｣
　このテラスではテントやデスク、チェアを設置しての会
議や、新商品展示会後のレセプション、社員の懇親会など
を行っている。もちろん自然の光や風を感じながらソロワー
クをしている社員も少なくないという。

｢当社ブランドを体現する場所として、当時の売上規模か
らするとかなりの予算を投じてつくられました。社屋は景
観を邪魔しないように丘に沿って設計されています｣
　本社への移転時から日常的にキャンプ場のテントやター
プの下で打ち合わせや研修を行うように。クリエイティブ
な発想を生み出したり、チームビルディングの一環として
キャンプを採り入れることが、ビジネス上さまざまな効果
があることを、その後のスノーピークの事業成長が証明し
てきた。
｢2017年には今後の成長に耐えうる物流拠点を設ける目的
で、新潟県見附市に『Operation Core HQ2』を開設し、物流
機能とともに、製造、アフターサービス、バックオフィスも含
め移転をしました。そのため現在、本社『Headquartes』は、
製品の企画開発などデザイナー約20名が常駐し、自然環
境の中で、新たな発想を生み出す場となっています。さら
に2019年8月には、スノーピークのものづくりの歴史を振り
返る展示空間『スノーピークミュージアム』をオープンして
おり、燕三条という土地とともに歩んできたスノーピークの
歴史をご覧いただいています。今後はキャンプをやらない
方にとっても楽しめる拠点として、『Headquartes』を発展さ
せていきたいと考えています｣

“ ”

　スノーピークは2015年、東証一部に上場。その後、「人
と自然、そして人と人をつなぎ、人間性を回復する」とい
う社会的使命のもと、アパレル、住宅、オフィス、グラン
ピング、地方創生など、非キャンパー向けの新たな事業
を展開し始める。
｢しかしグループ会社や新規事業が立ち上がっていく中で、
各事業がより連携し、シナジーを発揮していく必要があり、
また事業が拡大するにつれ、東京での商談スペースも必
要とされつつありました｣
　そこで東京オフィス開設の計画が具体化する。東京オフィ
ス開設にあたっては代表の山井 太氏も含め、検討が進め
られた。移転候補ビルの情報を調べていく中で、当時まだ
建築途中だったオフィスビル情報を入手する。それが現在
入居している神宮前タワービルディングだ。
｢いくつかのビルを検討した中でも、立地、面積といった
条件をクリアしているだけでなく、眼前には明治神宮の森
が広がり、都心にいながらも自然を感じられることが大き
な決め手となりました｣

　新潟県燕三条エリアでつくられる優れた金属加工技術を
活用してアウトドア用品を次々と生み出してきた株式会社
スノーピーク。黎明期から、「The Snow Peak Way」を理念
とし、「自然指向のライフスタイルを提案し実現する、リー
ディングカンパニーをつくりあげる」ことを目指して成長を
続けてきた。
　2011年、スノーピークの本社「Headquarters」が完成。そ
こは5万坪のキャンプ場が併設された3階建ての建物で、店
舗、工場、アフターサービス、オフィスが一体の施設となった。

“ ”

オープンなミーティングエリア

明治神宮の森を一望できる大きなテラス
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ているが、東京での商談時などで自由に立ち寄って使用し
ている。
　正面の透明感のある部屋は社長室。主に役員会議や経
営会議にも使用される。ちなみに室内には壁面植栽があり
壁に、実際に明治神宮に生息する植物と同じ種類のもの
が植えられているという。
　執務室エリアの最奥につくられたクローズの部屋が「ブ
レインストーミングルーム。プロジェクタを設置しており、
その名の通りアイデア創出のための会議のほか、社内研
修や勉強会での用途が多い。もちろんこの部屋の家具什
器もキャンプ用品を採用しているため使用人数によって、
自由に組み替えながらの使用が可能だ。

｢私どもはオフィスを単なる働く場所とは考えていません。
ブランドを可視化するための場所と捉えています。それは
どの拠点についてもいえることです。今後もいくつかの海
外拠点の開設を準備しているのですが、そこで働く社員は
もちろん、ここに来るお客様にスノーピークが実現したい
世界観を体感してもらうことを重視しています｣
　同社のビジネスの考え方は、まず体感してもらうこと。
そしてその体感を共感に変えること。そうしてブランディン
グを意識したオフィスを構築することによって新たなビジ
ネスチャンスの創出に期待をする。現に東京オフィス開設
後、社内、社外からの評判も上々で、そのオフィス戦略は
間違っていなかったと語る。

　同社が掲げている「キャンピングオフィス」。その概念は
キャンプが持っている要素をビジネスに生かすというもの
だ。「オフィス」「都市」「大自然」の3つの場で新たな働き方
を提案する。
　一つ目は「オフィスの中でのキャンプ」だ。
｢オフィスの一部に人工芝を敷くなどしてテントを設置しま
す。導入企業によっては森の香りのアロマや小鳥のさえず
りなどの音を流すことでさらに空間を演出する企業もあり
ます。いかに自然に近づきながら人間本来の気持ちを取り
戻しながら仕事に取り組めるか。各社の課題に応じた、そ
の空間づくりのコンサルティングから行っています｣
　以前、期限を決めてトライアルを行った企業があった。
最初は社員も戸惑っていたが、期間が終わるころには自然
と人が集まる場所となっていた。加えて疑似的に焚火を囲
むような場をつくったところフラットな意見交換ができてい
たという。
｢実際のキャンプ場でも、共同作業を通じて家族の絆が深
まったり、いつの間にか周りの人と仲良くなることってある
と思うんですが、その感覚をオフィスに持ち込めればと思っ
ています｣
　もう一つが「都市空間の中のキャンプ」。オフィスビルの
ガーデンエリアやビルの屋上、都市公園などにキャンピン

　それでは具体的に新オフィスについて紹介していこう。
　オフィスは大きく2つのエリアに分類される。その一つ、
エントランスを含めて手前部分がショールームエリアとなる。
｢ショールームエリアは、プレスルームとオープンなミーティ
ングルーム、クローズの応接室で構成しています。プレスルー
ムでは、主にアパレルの商品と主要なキャンプギアを展示し
ています。オープンなミーティングエリアでは、タープを張っ
たミーティングスペースが人気です。こちらは、『CAMPING 
OFFICE』のショールームを兼ねており、『CAMPING OFFICE』
の導入の商談場所であることはもちろんですが、その他さま
ざまな事由でご来社いただいたお客様に、『CAMPING 
OFFICE』を体験していただくことも目的です｣
　使用されているテーブルやチェアはスノーピークのキャ
ンプ用品。折りたためて収納できたり、移動が容易という
特長を持つ。そのため使用内容、人数によってレイアウト
を自由に組み合わせることが可能だ。その他、外部用応接
室3室を壁際に配置した。
「エリア全体のレイアウトを変更し、新製品発表会や決算
説明会、記者会見、採用説明会などで使用することもあり
ますね」
　その奥に配されたのが執務室エリア。オープンエリアと
はガラス壁で仕切られている。
｢執務席は社員が固定デスクを持たないフリーアドレスを
導入しました。状況に応じてさまざまな人とのコミュニケー
ションが円滑に図られることが目的です｣
　同オフィスでの在籍は、アパレルの企画開発部門、東日
本の営業部門、新規事業の部署が主体となる。スノーピー
クビジネスソリューションズは愛知県岡崎市に本社を置い

ブレインストーミングルーム執務室エリア 壁面植栽

ショールームエリア

クローズの応接室

グオフィスを設営するというもの。使い方のイメージは時
間貸しの会議室に近いという。
｢反響はとてもいいですね。導入する側も利用する側もリ
ピーターのお客様が多いです｣
　そして最後が「大自然の中でのキャンプ」だ。
｢非日常の空間で発想を転換したいというニーズによるもの
です。役員合宿や商品開発部門、新規事業などのクリエイ
ティブな会議などの場に活用され、研修のニーズも増えて
きています。プログラムによっては、テントの設営から全
員参加で行うこともあります。すでにそこからチームビル
ディング研修が始まっているのです。終わったらみんなで
バーベキュー。そして焚火を囲んでの懇親会。世代や性別
なくフラットな関係は、今までにない経験をもたらします｣

　
　東京オフィスを開設して約1年半が経過しようとしている
が、大きな改善点はないと考えている。
｢どのような机の配置が集中しやすいか、コミュニケーショ
ンがとりやすいか、使いやすさを追求しながら日々レイア
ウトを変えてきました。オフィスは、そのトレンドや状況に
よって変わっていくことがあたり前でオフィス戦略に完成形
はないと考えています。今後も事業の変化に応じて、より
最適なオフィスを追求していきたいと思います｣

オープンなミーティングエリア

株式会社JTBと共同開発し、今年4月よりサービスを
開始した「CAMPING OFFICE HAWAII」での写真

大自然の中でのキャンピングオフィス
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機能を備えたWMFショールーム

　加えて経営課題の解決というミッションもあった。その
一つがセキュリティ面からの課題だったという。
｢旧オフィスは狭かったため、来客者との打ち合わせ用の
会議室が執務室内にありました。そのため打ち合わせの
たびにお客様が執務室内に入室することになります。室
内にはリリース前の情報が置かれていることもありセキュ
リティ面で万全ではありませんでした。我々にとって絶対
に改善しなければならない命題だったのです｣（舘氏）
　もう一つはビジネスの拡大を考えてのことだった。
｢旧オフィスでは取り扱いブランドの一つ『WMF』のショー
ルームしか配していませんでした。しかし今後はもう一つ
のブランドである『Schaerer』にも同じように力を入れなけ
ればなりません。そのため専用のショールームを用意する
必要がありました｣（筒井氏）
　ブランドごとのショールームをつくるために、旧オフィ
スよりも広い面積が必要だった。そこでかねてからお付き
合いのあった三幸エステートに移転先探しを依頼する。
2018年10月のことだった。
｢新オフィスではショールームの新設が大きな移転目的と
なります。しかし一般的なオフィスビルでは上下水道の追
加工事が難しいらしく、ビル側の承認を取るのが困難でし
た。そこでエリアを広げながら丹念に物件を探していただ
いたのです｣（舘氏）
　そうした中で、面積、賃料、交通アクセス、水回りのな
どの条件にマッチした物件に出会った。中央区築地に立
地する2002年竣工の耐震性を要するオフィスビル。同社
にとって申し分のない移転先だった。

　ビルオーナー側と入居条件を調整後、賃貸借契約が締
結された。2019年2月下旬から内装デザインを開始する
スケジュールを立てる。そしてオフィス移転業務全般のマ
ネジメント（内装デザインの設計・工事・引っ越しまでの
支援、コストやスケジュール管理）も三幸エステートのPM
チームが担当することになった。
｢タイトなスケジュールでしたのでプロジェクト全体の管理
をしていただくことで、当社の業務軽減につなげようと考
えたのです。内装デザイン会社は数社コンペを行ったの
ですが、提案内容が一番当社の考えにマッチしていた会
社を選ぶことができました」（舘氏）
｢コーポレートデザインのマニュアルがちょうど完成した時
期で、それに合わせてデザイン案をつくっていただいて。

1つずつバルブを操作して蒸気や圧力をかけてつくる大型
の機械だった。1945年にはアメリカをはじめ各国への販
売を再スタートさせる。日本での販売開始は約40年前の
ことで、当時は業務用コーヒーマシンを取り扱う競合他社
がほとんどない時代であった。
　1994年になり現在も取り扱われているコーヒーマシン
の原型となるビストロを発売。レストランチェーンなどへ
の導入を開始した。ちょうど大型ファミリーレストランなど
で24時間対応のサービスが出現した時期である。2005年
にはビストロの小型マシンとなるプレストを発売。大型レ
ストランだけではなく、スペースの限られた小規模店舗に
もコーヒーマシンが導入され始める。業務効率の向上が
注目されて業績は一気に拡大。トップクラスのシェアを確
立する。そして2005年からはスイス製コーヒーマシン
「Schaerer」の取り扱いを開始した。
　その後リーマンショックなどを経験したのち、2012年よ
り、身近な生活の一部となっていたコンビニエンスストア
でのコーヒー販売がブームとなる。リーズナブルな価格帯
のコーヒーが普及することでコーヒーマシンの需要も増
加。現在はより豊富なメニューを取り揃えて提供している。
｢やはり機能性、操作性、小型化がコーヒーマシン普及の大
きな要因だと思っています。コーヒーだけを楽しむ方は通常
のドリップのコーヒーで十分味わえるのですが、ラテとして
味わっていただく場合は、エスプレッソのように濃縮されて
いるコーヒーとスチームミルクを使用することで本来の味を
楽しんでいただけるのです。そういった背景を考慮しながら
日々良質な味を作り出すマシンを開発しています」（舘氏）
　提供できるメニューの幅が広がったことで、多様な外食
産業においてもマシンの導入が拡大していく。今では「寿
司店」といった和食の店舗での需要も増えているという。

　移転前は港区西新橋に立地するオフィスビルに入居し
ていたが、老朽化に伴う設備の劣化もありオフィス移転は
以前から考えていたという。検討しているタイミングで
2016年12月にティファールなどの調理器具ブランドを有
する「Groupe SEB」というフランスの会社との経営統合を
行う。そんなことも移転計画を後押しした。
｢企業ブランディングも一新されることになり、オフィスや
ショールームも新たなデザインイメージにする必要があり
ました。ちょうど全てを新たにリセットしなければならな
かったのです｣（舘氏）

　1853年、ドイツ南西部のガイスリンゲンにて金属加工を
行う会社「Metallwarenfabrik Straub ＆ Schweizer」が創業。
1880年に「Württembergische Metallwarenfabrik（WMF）」
として会社が設立する。第二次世界大戦中には、当時の金
額で1億円近くを投資して本社ビルを建設。効率的な経営
を行うことでドイツ経済の発展を担ってきた。その本社ビ
ルは歴史的建造物として今も現存しているという。
　1920年～30年代頃にコーヒーマシンの製造・開発を開
始。当初のコーヒーマシンは今のようなボタン式ではなく

29



役員室

執務スペース

エントランス横の応接室

　新オフィスのコンセプトは「明るくて、コミュニケーショ
ンが促進されるような今どきのオフィス」と決まった。それ
ではコンセプトを具現化した新オフィスを見ていこう。
　広々としたエントランス正面には新社名である「SEB 
PROFESSIONAL」のロゴ。モニターを設置して企業ブラン
ドの世界観を打ち出している。待合のソファーはシックな
雰囲気を醸し出す。エントランスのデザインも10パターン
ほどの中から、プロジェクトメンバーの話し合いで決めら
れたという。
　エントランスから緩やかなスロープを上がった最初の部
屋がスイス製のコーヒーメーカー「Schaerer」のショールー
ムとなる。木目調の内装で構成されており、社内会議の
場となることもある。もちろん誰も使用していなければ社
内ミーティングや社外応接室として使われることも。その
奥の部屋がドイツ製のコーヒーメーカー「WMF」のショー
ルームだ。白を基調とした明るいデザインで「Schaerer」
よりも広い面積を確保している。二面が窓となっており、
その眺望の良さが営業トークとなることも多いという。
｢旧オフィスよりもシンクが大きくなり洗い物が楽になりま
した。加えてマシンの下には収納スペースを設けているの
で整理整頓も容易に。常に清潔感があるので、急にお客
様が来られても慌てずに対応できています｣（筒井氏）
　その他、旧オフィスからの反省からエントランスの横に
８席ほどのクローズドの応接室を新設した。
｢旧オフィスでは急なお客様の来社に対応できないことも
多く、近くの喫茶店で打ち合わせをすることもあり、お客
様にご迷惑をお掛けすることもありました。そこで新オフィ
スでは社外のお客様向けに使用できる部屋をプラスした
のです｣（前田氏）
　執務スペース内は、リフレッシュスペースとワークスペー

その内容を確認しながら進めていきました」（筒井氏）
　社内からもプロジェクトチームを結成する。部署によって要
望が全く違うため各部署から立場の違うメンバーを一人ずつ
選定し、フラットな意見交換を行った。その際、代表の舘氏
はプロジェクトチームからあえて距離を置くようにしたという。
｢関わってしまうと細かい部分まで自分の色になってしまい
そうで。社員のためのオフィスですから社員自らが考えて
欲しいという気持ちが強かったのです」（舘氏）
　移転にあたっては、社員の要望をより明確にするためア
ンケートを実施。それらを集約・分析をしてオフィスデザ
インに反映させていく。決定事項はなるべく会議内で決め
ていった。そうしてタスクを一つずつ消化させ、スムーズ
な進行を心がけたという。
｢とりあえず要望を出せるだけ出して、重要度やコストを
考えながら精査していく。ですから今回は見送ったアイデ
アもかなりあります。当初、造作を予定していた部分を既
製品の家具で代用しているところもあります｣（筒井氏）
　そうして4月末に新オフィスが完成。予定通り連休中に
引っ越しを済ませて、休み明けの2019年5月10日から正
式に営業を開始した。

らっています」（前田氏）

　今回の移転プロジェクトは来客数に大きな影響を与えて
いるという。
｢お客様に強いインパクトを与えていると思います。また
ショールームを増設したことで予約の調整が楽になりまし
た。以前は時間調整が出来ずにお断りしていたケースも
ありましたので。新オフィスになって間違いなく営業機会
は増えていますね」（前田氏）
｢訪問された方からは商品がわかりやすく配置されている
とお褒めの言葉をいただいています。新ショールームは
営業がお客様を積極的にお呼びするためのツールとなり
つつありますね」（舘氏）
　今後のオフィス運営は社員からの要望に積極的に対応
していく予定だ。同社にとってのオフィスづくりは始まった
ばかり。これからも社員のコミュニケーションが促進され
る今どきのオフィスをつくり続けていく。

スに分け、その仕切りに棚を利用したことで空間に開放感
と明るさを与えた。オープンなリフレッシュスペース内に
はテーブル席やブレイクスペースを拡充。ちょっとした打
ち合わせでの利用も可能にし、業務効率を格段に向上さ
せた。執務エリア、社内会議室、社外会議室、ショールー
ムと業務内容によって働く場を使い分ける。さらに動線も
お客様と交わらないように設計。それによって情報セキュ
リティの課題も大幅に改善ができた。
　執務室内、同社の中枢であるエンジニアリングルームも
改良した。以前なかった間仕切りを設置したことで作業場
と研修ルームを分断する環境を創出した。
｢導入前のマシンの検証作業なども機密に保てるようになり
ました。エンジニアリングルームは実際の機械をメンテナ
ンスする大事な場所ですので、整備作業の向上を第一に
考えていました。電源位置の高さなど、細かい部分を改善
しながらベストな環境をつくれたと思っています」（筒井氏）
｢営業目線からも色々な意見が出たのですが、三幸エス
テートさんはそれらの意見を集約するだけではなくプラス
アルファを加えて再提案をしてくれました。もちろんコスト
面を考えながらのアドバイスや什器選定もサポートしても

広々としたエントランス

Schaererのショールーム

ショールームからの眺望 エンジニアリングルーム
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オフィスエントランス

たんです。確かに前のオフィスに移ってきた頃よりは人も
物も増えましたが、問題となるほどの狭さではないですし。
いざとなればサテライトオフィスを導入して従業員の働き
方を変えるのもいいかもしれないと思っていました。そん
なある日、条件のいい空き物件情報を入手したのです」
　場所は慣れ親しんでいる品川区・西五反田で、広さも理
想的。オフィスのグレードアップもできる最適な物件だった。
｢当社が初めてオフィスを構えた地が五反田です。当時は
ビジネスにはあまり人気のない土地でしたが、今でも継
続して取引させていただいている企業様に行き来しやす
く、家賃も渋谷に比べて格段に安い。そのうえ交通アクセ
スも良い。それからずっと五反田におりますが、今や『五
反田バレー』と呼ばれるほど、ITベンチャー企業やスター
トアップ企業が集積する街になっています」
　そうしてオフィス移転を決断する。その後、現状オフィ
スの課題の洗い出しが行われた。
｢ESアンケートによる事務所への要望で一番多かったのが
会議室に関することでした。何しろ会議室の数が少ない。
2室しかなかったのですぐに予約で埋まってしまいます。
『打ち合わせしたくても会議室が空いてない』『TV会議で
きる場所がほしい』など、業務上、解決しなくてはならな
いレベルのものでした」
　その次に多かったのが会議室の「壁」の問題だった。
｢以前の会議室は全面壁の密室でしたので閉塞感を感じる
というものでした。特にワン・オン・ワンの面談の時など
はリラックスできないという声もあり、新オフィスでは遮音
性を保ちつつ、圧迫感がないものが求められました」
　なお、移転のための社員アンケートは特に実施しなかっ
たという。　
｢これまでESアンケートでオフィスに対する要望は出てい
ましたから。それに全員の要望を全て聞くことはできない
ため、不公平感が出るのを避けたかったのです」

　実際の打ち合わせに入る前に社内の移転プロジェクト
チームを発足。メンバーは、阿部社長を筆頭に総務の社員、
加えて現場代表の部門長の少数精鋭部隊とした。　
｢参加メンバーが多いと意見がバラバラになってコンセプ
トがぶれてしまう可能性があるからです。大枠のレイアウ
ト設計と細かい部分の詰め作業は私とデザイナーさんが行
い、総務の社員には私が見落とした部分を拾ってもらって。

会社設立に至ったわけです」
　創業以来、確かな技術と培ってきたノウハウを武器に顧
客の信頼を勝ち取り、変化の激しいIT業界で着実に業績
を伸ばしてきた。現在はソフトウェア開発を中心に、クラ
ウドシステムの構築、サーバ構築、システム設計、コンサ
ルティングから運用支援まで幅広く業務を展開している。
｢主軸のソフトウェア開発では、2015年に完全自社開発の
ID管理システム「D-PLAMS」の販売を開始し、一定の評価
を得ています。複数の上場企業様との継続的な取引を行っ
て経営の安定化を図りながら日々変化するお客様のニーズ
に素早く的確にサービスを提供できるよう心掛けてきまし
た。喜ばしいことに大手ITベンダー様から「ITビジネスパー
トナー」という位置づけをいただいております。しかしそ
れに甘んじることなく「お客様の満足のために」という起業
当初からの思いは、今も変わらず念頭に置いています」
　同社が「顧客満足（CS：Customer Satisfaction）」と同
等に大切にしているのが「従業員満足（ES：Employee 
Satisfaction」だ。半年に一回のESアンケート、上司面談、
社長面談、それに全社員面談は月一回行い、積極的にコ
ミュニケーションを取るようにしている。
｢私が以前からモットーとしているものに、「三方良し」とい
う近江商人の心得があるのですが、『お客様の満足』を求
めることは『従業員の満足』を求めることと同義であると考
えています。そのため、ESアンケートや面談をなるべく積
極的に行って、例えば作業過程に非効率な部分があれば
クラウドを導入するなどして効率化を図っていきたいと思
います。働く環境に問題があったら、今回の移転のように
設備投資を行って改善します。人材育成にも力を入れま
す。いずれもそれなりのコストがかかるものですが、投資
した分は最終的には返ってくると思っていますので」
　実際にESアンケートなどをもとに働き方改革を行ったと
ころ、業績は伸び続ける一方で、残業はかなり減り、離職
率も激減したという。会社に新しい人が入りやすくなり、良
い人材が集まって企業や世の中のためになる製品をつくっ
ていく。まさに「三方良し」を実現しているといえるだろう。

　オフィス移転の理由は「業務も、人員も、物も増えて手
狭になったから」。その影響で会議室不足になっていた。
同社はこれまでも同様の理由で移転を行ってきた。
｢ただ直近のESアンケートでは、『移転』を望む声はなかっ

｢もともと私はシステムエンジニアで、お客様のご要望を
もとにシステム設計を行っていました。主にパッケージ製
品や既存の製品を組み合わせてシステム提案しておりまし
たが、それだけではある程度のカスタマイズはできるもの
の、お客様のニーズに完全にマッチさせることは難しい。
それならば、お客様の要望を100％組み入れることができ
るソフトウェア開発をしよう、フルオーダーメイドのソフト
ウェアを開発する会社を創ろう――こうした思いが高じて
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｢以前は執務室の奥に会議室を配していたため、社外の
方と打ち合わせをする場合は執務室を通って会議室まで
お連れすることになります。これでは社員が落ち着いて仕
事ができるはずがありません。これらの問題を解消できる
のが執務エリアと会議室エリアの分離だと思っていました」
　新オフィスは、エレベーターホールを挟んで左側に60
坪のエリア、右側に110坪の区分けとなっている。会議室
としては少々広めだが、左を会議室エリアとし右を執務エ
リアとしてレイアウトを組み立てた。
｢会議室エリアを新設。部屋数も5室に増やしました。会
議室エリアはデザイナーさんのアイデアで、その中央に広
めのオープンスペースをつくりました。一見、コンセプト
の一つである「無駄を省く」と一致していないように見えま
すが、「無駄」ではなく「余裕を見せる」スペースなのです。
会議室のそれぞれの部屋はしっかりとした壁をつくっても
らいましたが、オープンスペースを置くことで、遮音性を
保ちながら圧迫感を感じさせない会議室エリアが実現でき
ました」
　社員もリラックスできて顧客からも居心地が良いと大評
判だという。双方がリラックスして打ち合わせや会議がはか
どるならば、それは機能性が高まったと断言できるだろう。
｢プロジェクター投影に適した会議室もつくりました。これ
も以前から要望があったのですが、プロジェクターを使用
する時に真っ暗になるので参加者の顔も見えず会議がやり
にくいと。そこでプロジェクターのスクリーン周辺に新しく
照明を設置。座席はさほど暗くならないため参加者の表
情もわかり、手元の資料も読めるようになりました」
　執務室エリアに今回新たに設置したのがストックエリアだ。
｢旧オフィスのときから、資料や商品などが雑然と置かれて

部門長には現場のメンバーとして働きやすさのチェックを
してもらいました」
　内装デザイン会社はオフィス仲介を担当した三幸エス
テートからの紹介だった。
｢最初のフェーズは移転コンセプトを決めていく作業になり
ます。数名の社員が対象になってのヒアリングだったので
すが、オフィスのことだけでなく、社員のこと、働き方に
ついて、会社の将来展望といった細かい部分にも時間を
かけて。結果としてこちらの意を汲んだコンセプトに落と
し込んでいただきました」
　進行していく中で、どうしても途中で変更が発生してし
まう場合もあったが臨機応変に対応して工期が遅れること
はなかったという。
｢会議室の天井の一部が配管のため低くなっており、デザ
イナーさんからそこが気になっていると指摘いただいたと
きのことです。当初は普通の会議用の机を採用する予定
だったのですが、それだと天井がとても近く感じて圧迫感
があったため、全体の設計を見直していただきました。
全体のテイストを変更したため絨毯や壁の色、照明といっ
たところも大きく変更したんです。それにもかかわらず大
変素早く対応していただきました」

　新オフィスのコンセプトは「シンプル」「機能性」「無駄を
省く」に決定した。旧オフィスで最も課題の多かった会議
室はコンセプトに基づいて大きく改善された。

ての先行投資という面を持っています。そして共に働きや
すさの向上やグレードの高いオフィスの構築を目指してい
く。それを続けることで生まれる全社員との一体感を大事
にしていきたいですね」

いてちょっと汚いと感じていたんです。それをデザイナーさ
んに伝えるとストックエリアのアイデアをいただきました。
そこは今すぐに使わない備品や在庫、資料類を保管する
スペースです。実際にできあがったオフィスを見ると、そ
こにあるのは机と椅子だけ。ずいぶんすっきりしましたね」
｢執務エリアの扉はカードキーでの出入りが煩わしいので
開放としました。ただそのままですとエレベーターホール
から丸見えになってしまうので入り口に仕切り壁を置いて。
外部から中が一切見えないようにしています。従業員も集
中して業務を行うことができていますね」

　移転直後の社員アンケートは概ね好評。阿部社長として
も要望がすべて叶ったので「100点満点」だったと語る。し
かし日数が経過していく中で、いくつかの使い勝手の悪さ
や無駄な部分に気づくようになったという。
｢数を大幅に増やした会議室ですが、実はもうすでに予約
が一杯で部屋が確保しにくくなっています。以前のオフィ
スと違ってフリースペースを活用できますので当面はこの
ままでいいと思いますが、ESアンケートなどで新たな課題
が生じるようなことがあれば改善方法を探っていきたいと
思っています」
　オフィス移転は時間もコストも体力も消費して大変な労
力となる。しかし今後の事業拡大の状況によっては、時期
にこだわることなくオフィス計画を検討していくと語る。
｢オフィス移転やリニューアル計画というのは従業員に対し

執務エリア内クイックスペース

執務エリア全景

会議室1

オープンスペース

会議室3会議室2

プロジェクター投影に適した会議室

会議室エリア内のソロスペース
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コワーキングスペース

レス、グループアドレスを検討し、さらに実際に導入済み
の各社を訪問し、ヒアリングを重ねた結果、フリーアドレ
スの導入を決定した。
｢出張を頻繁に行う事業開発メンバーのオフィス利用データ
を集めた結果、在席率は40％に満たないことが分かり、フリー
アドレス採用という仮説の検証に役立ちました｣（佐々木氏）

　最終的には、フリーアドレス席の導入の他、コワーキン
グスペースの拡大、パントリーや文具などを集中させたコ
ミュニケーションスペースの設置の実施を決定した。増床
の狙いを具現化しうる魅力的な空間をプロデュースするた
めに、デザインや調達に十分な検討時間を必要とする一
方、増員計画に伴う時間的な制約が厳しいことが、増床
プロジェクトの課題となった。そこで、設計・施工会社の
選定や設計、バリューエンジニアリングがスムーズに進む
よう、三幸エステートプロジェクトマネジメントチームが
サポートをすることとなった。前回のオフィス移転プロジェ
クトの経緯を熟知する担当が引き続き受け持つことで、一
貫性と効率性を担保した。
部門ごとの業務特性や在席率に応じて、従来フロアは

フリーアドレス席及び固定席の両方を配置し、増床フロア
は固定席での運用を開始することとした。
2フロアに分かれることで、同社が大事にしてきた一体

感が薄れることが無いように、増床フロアには広いコワー
キングスペースを設けた。このスペースは、将来の組織
体制変更に合わせて再プロデュースできるように、自由度
が高く設計されている。

空室があることが判明。この好機を活かして直ちにビル側
と詳細を協議し、増床契約を締結した。

増床プロジェクトを進めるにあたり、馬場氏と佐々木氏
は、現在のオフィスへの移転時に策定した「組織の一体感
と個々人の集中しやすい環境の両立」等のコンセプトを基
に、最新の自社の状況と今後の事業展開を分析。事業拡
大に伴って国内外に点在する事業開発拠点への出張が増
えた社員にとってのより良い働き方や、続々と参画するさ
まざまなバックグラウンドの社員が、既存社員と自然に交
流を深め、互いに成長し合い、組織力を高めていく仕組
みが必要と考えた。マネジメントと何度も意見を交換した
結果、①多様な働き方の推進、②コラボレーションの促進、
③社員の自立的成長支援の３つをコンセプトの柱とした。
｢当社の旺盛な事業拡大にマッチするワークプレイスの在
り方を目指して、単なるレイアウト変更ではなく、あるべ
き働き方そのものの検討を人事部門メンバーと共に行い
ました。また、同時に各部署に丁寧にヒアリングを実施し、
結果としてフリーアドレスの採用が最適という仮説を導き
出しました｣（馬場氏）
同社の場合、プロジェクトごとにメンバーが編成される

「部門横断型」での業務が多く、メンバーは複数プロジェ
クトにアサインされることが多い。そのため、メンバー同
士が有機的に集まれるオフィス空間がコミュニケーション
の効率性を上げ、コラボレーションを生むと考えた。
さらに、事業開発メンバーは国内外への出張機会が頻
繁にある。それらの働き方に沿った方法としてフリーアド

成長著しい再生可能エネルギー発電業界で、積極的な
事業開発で業績を順調に拡大させている株式会社レノバ。
同社では、2018年10月に現在のオフィスに移転した直後
から、次のワークプレイス構想に着手していた。
｢再エネ発電所の順調な事業開発と連動して、人員計画も
増員基調で更新されていました。そのため、現在のオフィ
スに入居した直後から、今後の事業展開を見据えた次期
ワークプレイス構想の検討に入りました｣（馬場氏）
検討を進める中で、同ビル内の別フロアに約140坪の

増床フロアエントランス
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効率的か、また、どうしたら現状レイアウトを変更できる
可変性を持たせることができるかについて、設計の皆さん
の意見をいただきながら、デザインの質を高めていきま
した｣（馬場氏）
ファミレスブースは従来フロアにも配置しているが、人
気のスペースであり利用率が非常に高いため、増床フロ
アにも3ヵ所新設したという。
｢当社では、忙しい社員同士がさっと集合してディスカッショ
ンしたり、発電所の図面資料等を広げて打ち合わせしなが
らの作業をしたりする機会が多くあります。そのため、執務
スペース近くにある予約不要のファミレスブースは重宝され
ており、多くの社員から追加の要望がありました｣（佐々木氏）
増床フロアの中で一番人気が高い場所が窓際のソロ

ワーク席だという。
｢企画書作成等を集中して行いたい社員に人気です。こう
した利用シーンを想定して、机と机の間隔を広めに調整し
ています。オープンな空間でありながら、隣の気配を意
識せずに集中できるという声を聞きます｣（馬場氏）
｢最初は、集中作業ブースとして個々のテーブルの周りに
囲いをつけることも検討していました。しかしそこまでや
らなくとも十分機能を果たしているようです｣（佐々木氏）

両氏は多様なミッションを抱える部門、多様な働き方を
する社員にとって働きやすい空間を第一に考え、研究に
余念がなかった。
｢会議室のテーブルも実際にショールームに行かなければ

プロジェクトごとや部門ごとに開催されている社内会議
については、増床フロアも含めた社内会議室を利用する
ルールを設置。また、従来フロアのフリーアドレスを増床
フロアの社員も自由に使えるようにしたことで、両フロア
の社員が行き来する機会をつくった。
｢人員増に対応するため、増床フロアの執務スペースを先
行して工事を進めました。新オフィスの運用開始まで時間
がない中で、まずは増床フロアの執務スペースを約3週
間で完成させ、全体の竣工に先行して増床フロアでの業
務開始を実現しました｣（馬場氏）
｢増床フロアの残りのコワーキングスペースや会議室ス
ペースについては、仮囲いやパーテションを立てて夜間
や休日に工事をしていくことで、人員増への対応と、工期
の短縮の両立が可能となりました｣（佐々木氏）
細かいレイアウトプランについては、馬場氏の手書きの

ラフ案がベースになっている。
｢必要なスペースを確保しながら、どのようなレイアウトが

上げたのが、「オフィス向上委員会」だ。フリーアドレスは、
社員がその日働く場所を自由に選択できることで新たな効
果を生み出すものだが、その一方でオフィス家具を共有
するため、ユニバーサルな使用ルールが今まで以上に必
要となる。そこで運用面をサポートするための委員会を開
催し始めた。
｢二人が所属するコーポレートサービス部が事務局となり、
各部署から数名が参加。オフィスの改善ポイント告知やよ
ろず窓口的な役割を果たしています。開始して2ヵ月が経
過しました。一例ですが、ファミレス席での話し声が響く
という意見に対して、ピクトサインを使った小さなメッセー
ジプレートを置くことで対応しました。また、フリーアドレ
ス環境でも誰がどこに座っているかすぐわかるようにした
いというリクエストには、社員がその日に座っている場所
をイントラネット上で申告する仕組みを設けました。そう
いった気づきは新オフィスで実際に働くことで分かること
です。今後オフィスを使っていく中で、さらに違う角度か
ら要望が出てくるかもしれません。コーポレートサービス
部からの企画提案を続けながら、今後も社員からの要望
にしっかりと応えていきます｣（馬場氏）

同社のオフィスづくりには仮説検証及び社員へのヒアリ
ングが重要な役割を果たしている。
｢オフィスづくりの考え方のベースとして、あるべき論の仮
説立案、それに対しての検証を大事にしています。何事
にも裏づけとなるデータを収集し、その結果を踏まえて具
体的な施策を決定する。これからもそのやり方は変わらな
いでしょう｣（佐々木氏）
｢全ての社員の要望を叶えることは不可能だということは分
かっています。それでも、ともに働く社員が何を考え、何
をして欲しいのかを積極的に把握することで、現状のオ
フィスのクオリティを向上させることができ、ひいては当
社の組織を活性化することに繋がっていくと信じています｣
（馬場氏）

出会えなかった商品でした。もちろんカタログにも掲載さ
れていますが、実物とはイメージが全く違っていて。増床
プロジェクトでは、さまざまな商品を採用しました。中には、
机と椅子でメーカーの違う組み合わせを選んだスペースも
あります｣（佐々木氏）
｢一般的には同一メーカーの商品をまとめて購入するケー
スが多いのでしょうが、今回は分離発注することでコスト
ダウンを目指しました。その際に、三幸エステートさんに
も協力していただき、バリューエンジニアリングを図るた
め、工事費用、家具・什器の一覧を何度も一緒にチェッ
クしていきました。ポイントは、全てを一律のコストダウ
ン対象にするのではなく、オフィスの重要部分には良質の
アイテムを採用し、メリハリをつけること。最終的にはデ
ザイン性、機能性を果たしながら、トータルでコストダウ
ンが出来ました｣（馬場氏）

2019年6月末のレイアウト完成に伴ってオフィス増床プ
ロジェクトは終わりを迎える。そして間髪を入れずに立ち

社内会議室

社内会議室

大会議室

ファミレスブース

窓際のソロワーク席

増床フロア内の固定席
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